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¡はじめに
この取扱説明書は機械の正しい取扱いかたと簡単なお手入れおよび守っていただきたい

安全に関する事項について説明しています。

ご使用まえにこの取扱説明書をよくお読みいただき安全で快適な作業をしてください。

・お読みになった後も身近な所に保管しいつでも読めるようにしてください。

・また，この機械を貸与または譲渡される場合は，この取扱説明書を機械といっしょにお

渡しください。

・本書では，安全上重要な事項を　　　で示し，次のように表示しています。必ず守ってく

ださい。

・なお，この機械の品質・性能向上あるいは安全のために，使用部品を変更することがあ

ります。その際には本書の内容およびイラストなどの一部が，機械と一致しない場合が

ありますのであらかじめご了承ねがいます。

¡機械の使用目的について
・機械は田植作業に使用してください。

・この作業以外には使用しないでください。

・機械を使用目的以外の作業に使用したり，改造したりした場合は保証の対象になりませ

ん。（詳細は保証書をご覧ください。）

このたびは田植機をお買いあげいただき

誠にありがとうございます。

その警告に従わなかった場合は，死亡又は重傷を負うことになるも
のを示します。

その警告に従わなかった場合は，死亡又は重傷を負う危険性がある
ものを示します。

その警告に従わなかった場合は，ケガを負うおそれのあるものを示
します。

危険 

警告 

注意 



¡安全な作業をするための注意事項は？
機械の安全な取扱いに関する基本事項，また機械に貼付けてある安全に関する表示ラ
ベル（危険ラベル・警告ラベル・注意ラベル）について説明してあります。ご使用にな
る前によく読んで理解し必ず守ってください。

こんなとき，こんなことが知りたいとき，

ここを見てください！

安全作業のために 安全作業
説 明 編

ページ

¡使用前に知っておかなければならないことは？
機械の概要「仕様（装備）」等について説明しています。

ご使用まえに 1

¡各操作レバーのはたらきを知るには？
各操作レバーのはたらきを説明しています。よく理解し正しい操作をしてください。

¡エンジンを始動し，機械を動かすには？
毎日，運転する前に機械の調子を点検してください。
正しい手順で行い，エンジンの停止方法や安全装置の操作を体得してください。

¡上手な田植作業をするには？
田植作業の基本操作を説明しています。条件やほ場条件にあった機械の調整をして，
安全な田植作業をしてください。

¡機械を長もちさせるには？
機械をいつも正常な状態に保つために，手入れのしかたについて説明しています。
「定期点検整備表」に従って保守，点検してください。

各部のはたらき 4

運転のしかた 25

作業のしかた 36

手入れのしかた 51

¡機械を格納する時は？
機械を長期に格納するときの手入れのしかたについて説明してあります。

長期格納のしかた 68

¡故障かなと思った時は？
作業中のトラブルや不調，性能が低下している？と思ったらすぐに原因を調べて処置
してください。

不調時の処置 71

¡諸元・関連部品は？
機械に係る諸元表・消耗部品等を一覧表で説明し，また，取扱説明書にでてくる専門
用語を解説しています。

付　　表 77



も　く　じ

安全作業のために ……（安全作業説明編）

ご使用まえに ………………………………1
１．保証とサービスについて…………………… 1

２．仕様（装備）について……………………… 2

３．用語について………………………………… 3

各部のはたらき ……………………………4
１．各部の名称…………………………………… 4

２．運転装置の取扱い…………………………… 6

１．スイッチ・計器関係……………………… 6

２．エンジンコントロール関係 …………… 10

３．走行操作レバー関係………………………11

４．その他運転装置……………………………13

５．ボンネット・カバーの取外し……………14

３．植付け装置の取扱い…………………………15

１．植付レバー関係……………………………15

２．苗のせ台の各装置…………………………19

３．その他の植付け装置………………………20

４．電装関係の取扱い……………………………22

１．ヒューズの取扱い…………………………22

２．バッテリ……………………………………23

５．自動装置の取扱い……………………………23

１．パワーステアリングの取扱い……………23

２．バックアップ装置の取扱い………………24

３．オートマーカ装置の取扱い………………24

運転のしかた ……………………………25
１．運転まえの点検………………………………25

２．エンジンの始動と停止………………………27

１．エンジン始動のしかた……………………27

２．エンジン停止のしかた……………………29

３．運転のしかた…………………………………30

１．発進のしかた………………………………30

２．走行運転のしかた…………………………31

３．停車のしかた………………………………32

４．自動車への積込み・積降ろし………………33

１．自動車・アユミについて…………………33

２．機械の取扱いかた…………………………34

５．ほ場への出入り………………………………35

作業のしかた ……………………………36
１．作業まえの準備………………………………36

１．ほ場の準備…………………………………36

２．苗の準備……………………………………36

３．機械の準備（調節）………………………39

２．植付け作業のしかた…………………………42

１．最初の苗ののせかた………………………42

２．ほ場進入と機械のセット…………………43

３．植付け作業の進めかた……………………44

４．クイックアップレバーの使いかた………44

５．油圧感度調節の使いかた…………………45

６．水平自動装置（傾斜ダイヤル）の使いかた…47

７．旋回のしかた………………………………48

８．苗の補給……………………………………48

９．植付け終わりの調整………………………49

10．残り苗の取出し……………………………50

11．トルクリミッタについて……………………50

手入れのしかた …………………………51
１．定期点検整備…………………………………51

２．給油・注油のしかた…………………………53

１．燃料の給油…………………………………54

２．エンジンオイルの点検・交換……………54

３．トランスミッションケースのオイル点検・交換

（油圧オイルフィルタの掃除）…………………55

４．HSTオイルフィルタの交換………………55

５．リヤアクスルのオイル交換………………56

６．横送りケースのオイル交換………………56   

７．プランタケースのオイル交換……………56   

８．ロータリケースのグリス交換……………57   

９．プランタアームのグリス交換……………57   

10．給脂指定個所………………………………57

11．注油指定個所………………………………58   

３．各部の点検と掃除のしかた…………………59

１．エアクリーナの掃除………………………59



２．燃料ストレーナの掃除 ………………………59

３．点火プラグの点検と掃除…………………59

４．燃料ホースの点検…………………………60

５．バッテリの点検と充電……………………60

６．電気配線の点検……………………………62

７．空気入りタイヤの点検……………………62

４．各部の点検と調整のしかた…………………63

１．走行ベルトの点検・調整…………………63

２．油圧ベルトの点検・調整…………………63

３．セーフティスイッチの点検・調整………63

４．ブレーキペダルの点検・調整……………64

５．植付クラッチの点検・調整 ………………65

６．植付爪（ビーク・フォーク）の点検・調整…66

７．苗シュータの点検・調整 …………………67

長期格納のしかた ……………………68
１．機械の掃除と洗浄…………………………68

２．エンジンの手入れ…………………………69

３．格納…………………………………………69

４．再使用する時は……………………………70

不調時の処置 ……………………………71
１．エンジン部……………………………………71

２．走行・運転操作関係…………………………72

３．電装品関係……………………………………73

４．水平自動………………………………………73

５．植付部…………………………………………74

付表 …………………………………………77
１．主要諸元………………………………………77

２．電気配線図……………………………………78

３．ベルト一覧表…………………………………84

４．主な消耗部品一覧表…………………………84

５．アタッチメント一覧表………………………86

６．潤滑油について………………………………87

７．用語の解説……………………………………88

も　く　じ



（安全作業説明編）

安全作業のために

ページ

1．安全作業のしかた…………………………………………（安-1）

作業前に次のことを守りましょう！………………………（安-1）

安全作業のポイント…………………………………………（安-2）

作業前の一般的な注意事項…………………………………（安-4）

点検・整備及び掃除をする時は……………………………（安-6）

エンジンを始動する時は…………………………………（安-10）

走行する時は………………………………………………（安-12）

狭い農道・凸凹道・坂道の走行は………………………（安-14）

自動車への積込み・積降ろしをする時は………………（安-16）

ほ場で作業をする時は……………………………………（安-18）

1日の作業が終わったら…………………………………（安-20）

長期格納する時は…………………………………………（安-21）

2．表示ラベルについて……………………………………（安-23）



（安-1）

安全作業のために

１．安全作業のしかた
・安全上の重要な事項を　　　　　　　　　　　の３段階に分類して説明していますので，よく読んで理解

し安全作業に努めてください。

・なお，この項で説明している安全説明は乗用田植機全般についてのものです。これ以外にも本文の中で同

様に説明していますので必ず守ってください。

危険 警告 注意 

作業前に次のことを守りましょう！

警告 
Bこのような人は運転しないでく
ださい。

¡酒気をおびた人
¡妊娠している人
¡16才未満の人
¡指導者のいない運転未熟練者
¡過労・病気・薬物の影響，その他の理由に
より，正常な運転操作ができない人

B運転する人は健康に気をつけて適当な睡眠
と休けいをとってください。

警告 

誤操作しやすく思わぬ事故を起こすことがあります。

ヘルメット

身体に合ったもの
袖口すっきり

スベリ止めのある足に合った靴

くわえタバコ
巻きタオル

腰タオル

ゲタ，ゾウリ，はだし

警告 

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

B作業に合ったキチンとしたもの

を着用してください。

借りた人が不慣れなため，思わぬ事故を引起こすこと

があります。

このような服装は衣服が回転部に巻込まれたり，足を

スベらせたりして思わぬ事故を起こすことがあります。

B機械を他人に貸す場合はこの取

扱説明書も合わせて貸して，安

全な作業ができるよう説明して

ください。



¡アユミは強度，幅，長さ，スベリ止め，フックのあ
るものを使用する（長さは荷台高さの４倍以上）

¡アユミは自動車の荷台に平行にかけ，フックが外れ
ないことを確認する

¡植付部付きでの積込みは後進，積降ろしは前進で，
低速にして行う（植付部を外しての積込みは前進，
積降ろしは後進で，低速にして行う）

¡アユミの上ではクラッチ操作や変速操作，必要以上
のハンドル操作をしない

¡周囲を確認し，機械の回りには人を近づけない

¡公道は走行できません
公道および夜間の移動は自動車にのせて行う

¡苗のせ台を中央に止め，マーカを収納する
¡発進は周囲を確認して行う
¡植付部を動かしたまま走行しない
¡急発進，急ブレーキ，急旋回はしない
¡人や物を機械にのせない
¡わき見運転や手放し運転はしない
¡走行中は飛び乗り，飛び降りはしない

¡狭い農道や凸凹道は低速で走行する
¡下り坂では速度を下げてエンジンブレーキを使う
¡坂道ではクラッチを切らない。変速レバーを《Ｎ》
(中立）にしない

¡人や物を避けるとき，道路の端に寄りすぎない
¡軟弱な路肩や草が生い茂っている所は走行しない
¡急な坂道は後進で登る

¡平坦な場所で駐車ブレーキをかけ，各操作レバーを
《Ｎ》(中立）にしエンジンを停止する

¡坂道では駐車しない，やむをえず駐車するときは後
輪に歯止めをする

¡機械を離れるときは始動キーを抜取る

安全作業の　　　　ポイント
¡取扱説明書，機械のラベルをよく読んでから運転
する

¡平坦な場所で駐車ブレーキをかけ，エンジンを停止
する

¡機械に貼ってあるラベルがなくなったり，汚れたり
して読めなくなったら新しいラベルに貼替える

¡エンジン回り，バッテリ，燃料タンクの周辺を掃除
する

¡バッテリコード，電気配線，燃料ホースを点検する
¡油量の点検はエンジンが冷えているときに行う
¡各部の締付け，セットピンの脱落，損傷はないか確
認する

¡ブレーキの作動具合と遊び量を点検する
¡ハンドルの遊びやガタが大きくないか確認する
¡燃料補給時はエンジンを停止し，火気を近づけない
¡エンジンが熱いときは燃料補給しない
¡植付部を上げて掃除・点検するときは，油圧をロッ
クし植付部の下に固定脚を置く

¡機械は改造しない

¡始動前に各部のカバーの取付けを確認する
¡各操作レバーを《Ｎ》(中立）にする
¡運転席に座り駐車ブレーキをかける
¡機械の周囲から人を遠ざける
¡屋内で始動するときは，窓や戸を開けて換気をする

始業・点検 準備点検

走行運転

エンジン始動

走行運転

狭い農道，凸凹道路，坂道の走行

停車・駐車

自動車への積込み・積降ろし

（安-2）



¡平坦な場所に置き，駐車ブレーキをかけ，植付部を
降ろして各操作レバーを《Ｎ》(中立），《固定》(切）
にしエンジンを停止する

¡燃えやすい物の近くに止めない
¡エンジン回り，バッテリ，燃料タンク回りをきれい
に掃除する

¡始動キーを抜取っておく
¡シートカバーはエンジンが冷えてからかける

¡１シーズンごとに定期点検をする
¡バッテリのアースコード（○－側）を外しておく
¡燃料タンク，燃料ストレーナ，気化器内の燃料を抜
取る

¡後輪の前後に歯止めをする
¡苗のせ台を中央に止め，苗のせ台，補助苗台の上に
物をのせない

¡植付部は降ろしておく

¡低速であぜに対して直角に行う
¡高あぜ，溝，急傾斜を越すときはアユミを使用し，
上るときは後進，降りるときは前進で行う

¡植付部を動かしたまま出入りしない
¡アユミの上では必要以上のハンドル操作や変速をし
ない

¡坂道やアユミの上でブレーキペダルを踏むときは素
早く行う。

¡あぜが崩れないか確認しゆっくり走行する
¡機械に人や物をのせない

¡子供等，人を機械のそばに近づけない，２人乗りは
しない

¡過労にならぬようゆとりを持って，作業の間に休憩
を入れる

¡旋回時は周囲を確認する
¡ウエイトがわりに人や物をのせない
¡後進するときは，背後に障害物がないことを確認し
て行う

¡わき見運転や手放し運転はしない

¡平坦な場所で駐車ブレーキをかけ，エンジンを停止
し，各部の動きが止まってから行う

¡エンジン回りの点検は，エンジンが冷えてから行う
¡植付部を上げて点検するときは油圧をロックする
¡プランタ部の詰まりの除去やかき取り口の苗を直す
ときはエンジンを停止する

¡植付部の点検はエンジンを停止して行う
¡取外したカバー類は全て取付けて作業を開始する

ほ場での作業 ほ場の出入り，あぜ越え

作業中途の点検，駐車時

１日の作業が終わったら

長期格納

格　　納

ほ場での作業

（安-3）
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安全作業のために

作業前の一般的な注意事項

警告 

警告 

警告 

警告 

改造すると機械の機能に悪影響を与えるだけでなく事

故の原因になることがあります。

B機械は改造しないでください。

B機械は田植作業以外には使用し

ないでください。

思わぬ事故を引起こす原因となります。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

B１シーズンごとに定期点検・整備を受けて

ください。

B前後車輪取付部に異常がないか点検します。

B機械を使用する前後に点検を行

い，異常個所は直ちに整備して

ください。

整備不良が原因で思わぬ事故を引起こすことがありま

す。

¡換気が不十分な所では暖機運転や作業はし

ない。

排気ガス中毒で気分が悪くなったり，酸欠で脳障害に

なったり死亡することがあります。

B屋内での始動は窓や戸をあけて

換気をよくしてください。
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必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

安全作業のために

警告 

警告 
B機械への飛び乗り，飛び降りは

しないでください。

¡機械の上に人や物をのせない。

¡子供等，人を近づけない。

B機械に人や物をのせたり，人を

近づけない。

思わぬ事故を引起こす原因となります。

バランスを崩して転倒したり，傷害事故を引起こしま

す。
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点検・整備及び掃除をする時は……

警告 
B点検，整備，掃除は平坦な場所

で駐車ブレーキをかけてエンジ

ンを停止させてから行なってく

ださい。

駐車ブレーキをかけていないと，機械が急に動きだし

事故の原因となることがあります。

植付部が落下して傷害事故を起こします。
警告 

B植付部を持上げて植付爪などの

点検をする時は，油圧固定レバー

を《固定》にすると共に固定脚

などで支えをして落下を防止し

てください。

¡主変速・副変速レバーが《Ｎ》(中立）に

なっていることを確認する。

¡後輪に歯止めをする。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

安全作業のために

危険 
B給油，注油，点検時は，平坦な

場所でエンジンを停止しエンジ

ン回転中や，エンジンが熱い間

は給油，注油をしないでくださ

い。

燃料などに引火し，ヤケドや火災の原因となることが

あります。

B燃料補給時は，くわえタバコなどの火気を

近づけないでください。

¡燃料を補給したときは，燃料キャップを確

実に締め，こぼれた燃料はきれいにふきと

る。

危険 
B燃料タンクや燃料ホースに損傷

や燃料もれがないか点検してく

ださい。

¡もれている場合は交換する。

¡燃料ホースは２年ごとに交換する。

火災事故を引起こすことがあります。
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危険 

危険 

警告 

Bバッテリの点検時，火気（煙草・

ライターなど）を近づけないで

ください。

¡バッテリの交換は指定されたバッテリを使

用する。

¡○＋○－を逆に接続しない。

Bバッテリ液を身体や服に付けな

いようにしてください。

Bバッテリ端子から，コードを取

外すときは，○－側を先に取外し

てください。取付けは○＋側を先

に取付けてください。

ショートして，ヤケドや火災の原因となります。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

バッテリから水素ガスが出ますので，引火により爆発

して傷害事故を引起こすことがあります。

Bバッテリ液が，目，皮ふ，衣服，物につい

た時は，すぐに多量の水で洗い，飲み込ん

だ時はすぐに多量の飲料水を飲んでくださ

い。目に入った時や飲み込んだ時は医師の

診断を受けてください。

バッテリ液（希硫酸）で服が破れたり，失明やヤケド

をすることがあります。

安全作業のために
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ショートして，ヤケドや火災の原因となります。
警告 

警告 

警告 

警告 

B電気配線コードが他の部品に接

触していないか，はがれや接合

部のゆるみやガタがないかを点

検してください。

¡電気部品を取外す前にバッテリ○－側のコー

ドをバッテリ端子から外す。

タイヤに空気を入れすぎる（空気圧が高すぎる）と，

タイヤが破裂し，死傷事故につながることがあります。

B空気入りタイヤの空気圧は取扱

説明書に記載してある空気圧を

守ってください。

¡タイヤの空気は入れすぎない。

Bタイヤに傷があり，その傷がコード（糸）に

達している場合は使用しないでください。

Bタイヤ・チューブ・リムなどの交換・修理

は「お買いあげ先」に相談してください。

（特別教育を受けた人が行うように法で義

務づけられています。）

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

火災事故を引起こすことがあります。Bエンジン，マフラ，バッテリ，

燃料タンク回りにワラクズ・ゴ

ミなどが付着していないか，作

業前に点検して付着していれば

取除いてください。

正常な走行ができなくなり，事故を引起こす原因とな

ります。

Bブレーキの点検調整をしてくだ

さい。

¡ブレーキのきき具合は良いか確認する。

Bハンドルの遊びやガタが大きくないか確認

してください。

安全作業のために
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注意 
B点検・整備などで外したカバー

などは，全て取付けてください。

巻込まれたりして傷害事故を引起こすことがあります。

¡カバーは正しく取付ける。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

安全作業のために

注意 
B点検整備に必要な工具類は，適

正な管理をし，正しく使用して

ください。

思わぬ事故を引起こす原因となります。

¡機械には，点検整備に必要な工具類を常備

しておきます。



（安-10）

安全作業のために

エンジンを始動する時は……

警告 

警告 

警告 

警告 

¡換気が不十分な所では暖機運転や作業はし

ない。

B始動する前に，周囲を確認し機

械の周囲から子供等，人を遠ざ

けてください。

排気ガス中毒で気分が悪くなったり，酸欠で脳障害に

なったり死亡することがあります。

B屋内での始動は窓や戸をあけて

換気をよくしてください。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

B主変速・副変速レバーを《Ｎ》

(中立）にしてください。

変速やクラッチが入っていると機械が急に動きだし事

故の原因となることがあります。

¡周囲を確認し，合図してから始動する。

¡ブレーキペダルを踏んでからエンジンを始

動する。

子供等，人が近づくと，傷害事故を引起こすことがあ

ります。

機械が急に動き出し，人身事故や傷害事故の原因とな

ることがあります。

B始動は乗車して行なってくださ

い。
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安全作業のために

B暖機運転は，主変速・副変速レ

バーを《Ｎ》(中立）にし，平坦

な場所で駐車ブレーキをかけて

行なってください。

B低い倉庫内等で後進する時は，

植付スイッチを《切》にし，苗の

せ台を下げて，油圧固定レバー

を《固定》にしてから後進して

ください。

機械が動き出し，思わぬ事故の原因となります。

急に苗のせ台が上昇し，思わぬ事故となります。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

警告 

警告 
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安全作業のために

走行をする時は……

道路交通法に違反するだけでなく，思わぬ事故を引起

こす原因となります。

Bこの機械は「道路運送車両法」

に適合していませんので，公道

は走行できません。公道の移動

は自動車（トラック等）にのせ

て運搬してください。

警告 

警告 

警告 

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

思わぬ事故を引起こす原因となります。B苗のせ台を中央に止め，マーカ

を折りたたんで，機械を格納状

態にして走行してください。

¡トレスマーカ，線引マーカ，センタマーカ

を収納する。

¡植付部を動かしたまま走行しない。

B発進するときは，周囲を確認し

てから発進してください。

¡子供等，人が機械に近づかないようにし，

周囲にいる人を遠ざけてから発進する。

傷害事故を引起こす原因となります。

警告 
B坂道で停車する時は，ブレーキ

ペダルを素早く踏込んで停車し

てください

¡ブレーキペダルをゆっくり踏込むといった

んクラッチが切れて，急加速するので素早

く踏む。

思わぬ事故を引起こす原因となります。
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安全作業のために

警告 
B駐車・停車する時は，平坦な場

所で駐車ブレーキをかけてくだ

さい。

¡油圧固定レバーが《固定》になっているこ

とを確認する。

¡座席を離れる時はエンジンを停止する。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

機械が動き出して事故の原因となります。

警告 
B急発進，急ブレーキ，急旋回は

しないでください。

¡低速で発進する。発進するときは，ブレー

キペダルを離してから主変速レバーを《N》

（中立）位置からゆっくりと操作する。

¡走行速度はひかえめにする。

¡旋回するときは，低速にする。

転倒事故を引起こすことがあります。
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安全作業のために

狭い農道・凸凹道・坂道の走行は……

路肩が崩れ，横転事故を引起こすことがあります。B道路の端には寄りすぎないでく

ださい。
警告 

警告 

警告 

¡対向車を避けるとき，端に寄りすぎない。

¡軟弱な路肩や草が生い茂っている所は走行

しない。

¡雨天や雨あがりのときは，低速で慎重に走

行する。

B坂道，傾斜地や凸凹道，カーブ

の多い道路では，高速運転をし

ないでください。

¡スピードを落として慎重に走行する。

B坂道，傾斜地では，副変速を中

立にしないでください。

¡坂にさしかかったら，坂の手前でいったん

機械を止めて副変速を《作業》に入れ変え

て走行する。

¡下り坂では，副変速を《作業》にし，速度

を下げてエンジンブレーキを使用する。

¡坂の途中で危険回避などのためにやむをえ

ず機械を停止させたいときは，ブレーキペ

ダルをいっぱい踏込んでください。

スピードが速くなり事故の原因となります。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

転倒事故を引起こします。
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安全作業のために

B急な傾斜地では走行をしないで

ください。

機械が動き出し，思わぬ事故の原因となります。

機械が転倒し傷害事故を引起こします。

警告 
B坂道の途中や傾斜地での駐車は

しないでください。やむをえず

坂道の途中や傾斜地で駐車する

ときは，エンジンを停止し駐車

ブレーキをかけて後輪に歯止め

をしてください。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

警告 
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安全作業のために

自動車への積込み・積降ろしをする時は……

Bアユミを自動車の荷台に平行に

確実にかけてください。

警告 

警告 

警告 

警告 

Bアユミは強度，幅，長さ（荷台

高さの４倍以上）があり，すべ

り止め，フックのあるものを使っ

てください。

進路変更するとバランスが崩れて，転倒事故を起こす

ことがあります。

アユミが折れたりして，転倒事故を起こすことがあり

ます。

B積込みは後進，積降ろしは前進

で行なってください。

¡アユミの上では必要以上のハンドル操作は

しない。

¡前後輪のタイヤがはみ出さない幅の広いア

ユミを使用する。

¡自動車は積載重量を超えない車で荷台から

作業機がはみ出さない車を使用する。

¡自動車はエンジンを停止し変速を１速かバッ

クに入れ駐車ブレーキをかけ，歯止めをする。

¡２枚のアユミを左右のタイヤの間隔に合わ

せて置き，荷台に対して真っ直ぐにする。

¡荷台にアユミのフックを確実にかけ，外れ

ないかを確認する。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

バランスが崩れて，転倒事故を起こすことがあります。

B積込み・積降ろしするときは，

補助者をつけ，補助者の指示に

従って行なってください。

¡補助者は機械の直前・直後には立たないで

ください。

¡機械の回りに人を近づけない。

傷害事故を引起こします。
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警告 
Bアユミの上ではブレーキペダル

を踏込まないでください。

¡途中で機械を止める必要がないよう，アユ

ミの左右位置や平行，安定を確認し，低速

で積込み・積降ろしを行う。

エンジンブレーキがきかなくなり，急降下して事故を

起こすことがあります。

安全作業のために

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

B自動車（トラック）に載せて移

動するときは，ロープで機械を

確実に固定し，副変速を「作業」

にし，駐車ブレーキをかけてく

ださい。

警告 
自動車（トラック）から機械が転落することがありま

す。
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安全作業のために

ほ場で作業をする時は……

Bあぜ越えは，アユミを使い低速

であぜに直角に行なってくださ

い。

警告 

警告 

警告 

警告 

B作業中は，機械に人を近づけな

いようにしてください。

B植付爪などに噛込んだ異物を除

去するときは，植付クラッチを

切りエンジンを停止してから行

なってください。

転倒事故を引起こすことがあります。

思わぬ傷害事故の原因となります。

B10cm以上のあぜ，溝，10度以

上の急傾斜のあるほ場への出入

りはアユミを使ってください。

植付爪等が一時的に動き出し，傷害事故を引起こしま

す。

¡ほ場への出入りは上がるときは後進，降り

るときは前進で低速で行う。

¡アユミの上では必要以上のハンドル操作を

しない。

¡ほ場に子供等，人を入れない。

¡子供等，人が近寄らないようにする。

¡わき見運転をしない。特にあぜ際での旋回

は，周囲に人がいないことを確認して行う。

¡あぜが崩れないか確認しゆっくり行う。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

バランスを崩したりして，転倒事故を引起こします。
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安全作業のために

B苗を補給するときは，エンジン

を停止して行なってください。

不意に機械が動き，傷害事故を引起こします。

ヤケドすることがあります。

植付部が落下して傷害事故を引起こします。

思わぬ傷害事故を引起こします。

B作業中途で点検するときは，エ

ンジン，マフラ等の高温部に触

れないでください。

B作業中，植付部を上げた状態で

点検するときは，油圧固定レバー

を《固定》にして行なってくだ

さい。

B夜間作業は行わないでください。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

注意 

注意 

注意 

注意 
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安全作業のために

1日の作業が終わったら……

B作業が終了したら，平坦な場所

でエンジンを停止して点検を行

い，掃除をしてゴミなどを取除

いてください。

警告 

警告 
B保管は平坦な場所に置き，駐車

ブレーキをかけてください。

Bシートカバーをかける場合は，

マフラやエンジンが確実に冷え

てから行なってください。

火災事故を引起こすことがあります。

不意に機械が動き出して，思わぬ事故を引起こします。

火災事故を引起こすことがあります。

¡エンジン，マフラ，燃料タンク回りのワラ，

草等を除去・掃除する。

¡キーは抜取っておく。

¡油圧固定レバーを《固定》にしておく。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

警告 
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安全作業のために

長期格納する時は……

B各部を水洗いして平坦な場所で

エンジンを停止し，駐車ブレー

キをかけキーを抜取ってくださ

い。

Bボルトやナットがゆるんだ状態であれば，

直ちに締付けます。

警告 

B故障個所があれば，早目に修理，

交換します。
警告 

Bバッテリは機械から外して保管

するか○－側のコードを外してお

いてください。

機械から目をはなしたすきに子供等がイタズラをした

りして，思わぬ事故の原因となることがあります。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

警告 

整備不良が原因で思わぬ事故を引起こすことがありま

す。

事故の原因となることがあります。

¡バッテリを機械から外して保管する時は○－

側のコードから外す。
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安全作業のために

警告 
B植付部は降ろしておいてくださ

い。

警告 
Bシーズン終了後には定期点検を

受けてください。

火災の原因になることがあります。B機械を１ケ月以上使用しない場

合は燃料タンク，燃料ストレー

ナ，気化器内の燃料を抜取って

ください。

¡油圧固定レバーを《固定》にする。

¡苗のせ台を中央に止め，苗のせ台，補助苗

台の上に物をのせない。

必 ず 守 っ て く だ さ い 守らないとこんな事故が！

警告 

植付部が下がり，思わぬ事故を引起こすことがありま

す。

整備不良が原因で思わぬ事故を引起こすことがありま

す。
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安全作業のために

2．表示ラベルについて
この機械には各運転装置の近くに各々の安全な取扱い方について説明している表示ラベル（危険ラベル・

警告ラベル・注意ラベル）が貼付けてあります。各々のラベルの説明をよくお読みいただき守ってください。

また，機械に貼ってあるラベルが破損したりして読めなくなった場合やラベルの貼ってある部品を交換す

る場合は新しいラベルを「お買いあげ先」に注文して購入し貼り替えてください。

q

w［Ｄ・H仕様］以外

e
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安全作業のために

y

y

r

u

（左右２ケ所）

o

（右１ケ所）

!0

（左右２ケ所）

i

（右側貼付）

（左２ヶ所）

t
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安全作業のために

No.

q

w

e

r

t

y

u

No.

i

o

!0

!1

!2

!3

!4

部　品　名　称

ソウサラベルM［Ｄ・Ｈ仕様以外］

ケイコクラベルハイキ

キケンラベルガソリン

キケンラベルバッテリ

チュウイラベルマフラー

チュウイラベルマーカ

部　品　名　称

チュウイラベルカバー

ケイコクラベルカイテンジク

ケイコクラベルウエツケツメ

ケイコクラベル

チュウイラベルネンリョウコック

ケイコクラベルジョウタ

ソウサラベルＪ

トリアツカイマークＤ
（チュウイラベルブレーキ）

部品番号

2673 7108 000

2682 7127 002

0960 3200 029

0960 3000 016

0960 3000 017

0960 3100 026

2708 7436 000

部品番号

0960 3100 017

2708 7437 000

2708 7435 000

0960 3200 052

3577 8532 500

0960 3200 025

2668 7123 000

!3

!4

i

!1

Bから見た図

!2



地球環境を守るために

このたび（社）日本陸用内燃機関協会（陸内協）が環境保全のために定めた排出ガス自主規制の適合エン

ジンを搭載しました。

この自主規制は、小型汎用火花点火エンジンの排出ガス中の炭化水素（HC）、窒素

酸化物（NOx）、及び一酸化炭素（CO）を低減するためのもので、識別のため陸内協

で決定した右図の適合ラベルをエンジンファンカバー等に貼付けています。

１．自主規制適合ラベルは剥がさないでください。

２．エンジンの点検整備は、取扱説明書にしたがって実施してください。

気化器の調整、部品交換が必要な場合には、「お買いあげ先」にご相談ください。

本エンジンは、排出ガスの量が規定値内になるように管理出荷していますが、運転中の吸入空気と燃料の混

合比に影響する気化器の調整、整備不良、不適切な部品交換がされた場合、排出ガス量は規定値を外れるこ

とがありますので注意願います。

使用期間中は、次の事項を守ってください
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1．保証とサービスについて
・この機械には保証書が添付されていますので，ご使用まえによくお読みください。

・この機械のサービスについてのお問い合わせや部品などのご用命のときは「お買いあげ先」にご相談くだ

さい。その際「型式名」・「機械番号（製造番号）」と「エンジン番号」をお知らせください。

・補修用部品の供給年限について

・この製品の補修用部品の供給年限（期間）は，製造打ち切り後９年といたします。

ただし，供給年限内であっても，特殊部品につきましては，納期等についてご相談させていただく場合

もあります。

・補修用部品の供給は，原則的には，上記の供給年限で終了いたしますが，供給年限経過後であっても，

部品供給のご要請があった場合には，納期及び価格についてご相談させていただきます。

ご使用まえに

警告 
B機械を改造しないでください。

改造すると本来の機能を発揮で

きないばかりか，人身事故の原

因になることがあります。

・機械の使用目的について

・機械は田植作業に使用してください。

・機械を使用目的以外の作業に使用したり，改造したりした場合は保証の対象となりませんのでご注意くだ

さい。

型式名
機械番号



ご使用まえに

2

2．仕様（装備）について
機械の主な仕様（装備）は次の表のようになっています。

このため仕様（装備）が異なる点の追加説明をしていますので，お買いあげの機械の仕様（装備）をお確

かめのうえ，お間違いのないようにしてください。

（詳細な仕様は76ページの「主要諸元表」を参照ください。）
型式記号の説明：Ｄ＝デラックス仕様（クイックアップレバー，油圧感度調節ダイヤル，傾斜ダイヤル，

バックアップ装置等付），Ｖ＝水平制御付，Ｕ＝太リム大径車輪，Ｇ＝空気入り大径車輪，
Ｗ＝条間33b，Ｐ＝ペースト施肥機付，Ｎ＝二段ペースト施肥機付，Ｒ＝粒状施肥機付，
Ｍ＝まくらっこ付，Ｓ＝疎植株間仕様，Ｊ＝北海道仕様，
Ｈ＝デラックス仕様＋ワイドステップ，Ｙ＝苗スライダー（左側スライド式補助苗台）

－

V

D

DM

DPM

DPMY

DPNM

DPNMU

DPNMG

DR

DS

－

V

D

DM

DPM

DPMY

DPNM

DPNMU

DPNMG

DR

DWM

DWMJ

DS

H

HM

HPM

HPNM

HPNMU

HPNMG

HR

HWM

HWMJ

HS

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
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◯
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◯
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◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
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◯
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◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
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◯

◯
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◯

条　数 条　間 補助苗台 前　　輪 後　　輪

型
　
式
　
名

区
　
　
分

LV5

LV6

エ
ン
ジ
ン
Ｇ
Ｍ
３
９
１

５
　
　
条

６
　
　
条

30

b

33

b

10
・
11
・
13
・
15
・
17
・
20

デ
ラ
ッ
ク
ス
仕
様

メ
カ
式

６
　
枚
　
固
定
式

12

枚
　
回
動
式

３
枚
＋
苗
ス
ラ
イ
ダ
ー

ノ
ー
パ
ン
ク
φ
６００
×
75

ス
ポ
ー
ク
レ
ス
φ
６５０
×
65

ゴ
ム
ラ
グ
φ
８５０
×
150

ゴ
ム
ラ
グ
φ
９００
×
150

太
リ
ム
φ
９００
×
160

空
気
入
φ
９００
×
175

ペ
ー
ス
ト
施
肥
機

ま
く
ら
っ
こ

エ
ン
ジ
ン
Ｇ
Ｍ
４
０
１

11
・
12
・
14
・
16
・
18
・
21

16
・
18
・
21
・
22
・
25
・
28

株　間 水平制御

自
動
制
御

バックアップ

メ
カ
式

自
動
制
御

ワ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ

ノ
ー
パ
ン
ク
φ
６５０
×
80

ノ
ー
パ
ン
ク
φ
６５０
×
100

マーカ

風
車
型

棒
型

二
段
ペ
ー
ス
ト
施
肥
機

粒
状
施
肥
機

◯

◯

◯

◯

◯

◯
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ご使用まえに

3．用語について
a この取扱説明書に使用している「前後・左右・右回り・左回り」などの用語は図示のとおりです。

d マークの説明

この取扱説明書ではその都度守っていただきたい事柄を次のマークを使用して説明しています。

・　　　　　　　　　………安全上重要な事項を 3段階に分けて説明していますので必ず読んでください。

・　　　　　　　　　　……機械の機能・性能上に関する説明です。守らないと故障の原因になることがあ

ります。

取扱いのポイント

危険 警告 注意 

s 型式表示

・この取扱説明書はLV5・6型を基本に説明し，

そのイラストを主に使用しています。

・型式により仕様（装備）が異なるため取扱方

法が変わる点は，その都度「本文表示型式」を

表示し，追加説明しています。

型式名
LV5
LV6
LV5

LV6

LV5
LV6
LV5
LV6

LV6

LV5
LV6
LV5
LV6

区　分

全て

全て
全て

Ｈ□□□□

Ｄ□□□□

Ｖ□□□□

□Ｗ□□□
□Ｗ□Ｊ

□Ｐ□□□

□□□□Ｙ

本文表示型式

――

〔５条型〕
〔６条型〕
〔Ｈ仕様〕

〔Ｄ仕様〕

〔Ｖ仕様〕

〔条間33b仕様〕
〔条間33b仕様〕〔北海道仕様〕

〔ペースト施肥機装着仕様〕

〔Ｙ仕様〕

右

前

後

右回り
（時計方向）

左回り
（反時計方向）

左
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1．各部の名称

各部のはたらき

苗おさえ
方向指示器

エプロンガード

エプロン

フロート プランタアーム ロータリケース プランタケース

苗ささえ板
（苗ホルダ）

ゴムベルト

苗のせ台

ペーストノズル
［ペースト施肥機装着仕様］

苗ストッパ

苗警報スイッチ

センタポール ハンドル

線引マーカ

燃料タンク
ペーストタンク
［ペースト施肥機装着仕様］

トレースマーカ

補助苗のせ台

前輪

苗スライダー
（展開時）

〔苗スライダー（左側スライド式補助苗台）仕様〕

後輪

前輪
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各部のはたらき

運転操作部

植付操作部

各部のはたらき

条止めレバー
植付本数調節レバー

植付深さ調節レバー

植付本数調節レバー

油圧感度切替ダイヤル

スタータスイッチ

ブレーキペダル

副変速レバー

コンビネーションスイッチ

クイックアップレバー
［Ｄ・Ｈ仕様］

チョークノブ

マーカ自動スイッチ
［Ｄ・Ｈ仕様］

主変速レバー

株間調節レバー（後レバー）

植付スイッチ
エンジンコントロール
レバー

警報停止スイッチ

株間切替レバー（前レバー）

デフロックペダル

スマイルターン解除ペダル油圧固定レバー

座席下操作部

座席後方操作部



各部のはたらき
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2．運転装置の取扱い

1．スイッチ・計器関係

q スタータスイッチ（始動キー）

・エンジンの「運転・停止」を切換えるキーです。

《停止》…エンジンが「停止」します。（この位置

でキーを抜き差しできます。）

《運転》…エンジン「運転」の位置です。

《始動》…エンジンが「始動」します。

・ブレーキペダルをいっぱいに踏込ん

で，キーを《始動》位置にするとエ

ンジンが始動し，手を離せばキーは

自動的に《運転》位置に戻ります。

¡ブレーキペダルに始動安全スイッチがついてい

ますので，ブレーキペダルをいっぱいに踏込ま

ないと，エンジンは始動できません。

取扱いのポイント

警告 傷害事故防止のために

B機械を使用しない時はスタータキーを抜い

ておいてください。

iモニタパネル

y油圧感度
切替ダイヤル

e警報停止スイッチ

r植付スイッチ

ライトスイッチ

方向指示スイッチ

wコンビネーションスイッチ

tマーカ自動スイッチ
［D・H仕様］

停止
運転

始動

スタータスイッチ
（始動キー）

ホーンスイッチ
qスタータスイッチ

（始動キー）
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各部のはたらき

¡警報ブザーが鳴っている時，警報停止スイッチ

を押せばブザーが停止しますが，モニタのラン

プは消灯しません。

¡警報ブザーを警報停止スイッチで停止させた後，

苗や肥料の補給がなかった場合には，植付部の

下降時に警報ブザーで再警告します。（再警報

機能）

¡肥料詰り警報のブザーは警報停止スイッチを押

しても停止しません。

r 植付スイッチ

・警報を「作動状態」及び「停止状態」に切換え

るスイッチです。

《入》………スイッチを「押す」とスイッチのラ

ンプが「点灯」し，各モニタ及び装

置が「作動状態」になります。

《切》………再びスイッチを「押す」とスイッチ

のランプが「消灯」し，各モニタ及び

装置が「停止状態」になります。

（各装置）

w コンビネーションスイッチ

a ライトスイッチ

前照灯の「点灯・消灯」を切換えるスイッチで

す。

¡ ……（切），前照灯が「消灯」します。

……（入），前照灯が「点灯」します。

s 方向指示スイッチ

旋回する側の方向指示灯を「点滅」するスイッ

チです。（植付スイッチ《切》の時，作用します。）

……（右），右側の方向指示灯が「点滅」し

ます。

™ ……（切），方向指示灯が「消灯」します。

……（左），左側の方向指示灯が「点滅」し

ます。

d ホーン

・スタータスイッチを《運転》位置にして，ホー

ンボタンを押すとホーンが鳴ります。

¡ホーンはエンジンを始動する時や発進する時及

び機械周辺の人への合図に使用します。

e 警報停止スイッチ

・「苗補給モニタ」・「肥料警報モニタ」はラン

プが点灯すると同時に警報ブザーが鳴りますの

で，この時警報停止スイッチを押すと警報ブザ

ーが停止します。

取扱いのポイント

取扱いのポイント

tマーカ自動スイッチ
［D・H仕様］

▼入

切▲

方向指示スイッチ

・クイックアップレバー［Ｄ・Ｈ仕様］（16ページ参照）

・バックアップ装置（24ページ参照）

・オートマーカ装置［Ｄ・Ｈ仕様］（24ページ参照）

・警報装置

r植付スイッチ

ホーンスイッチ

ライトスイッチ

y油圧感度切替ダイヤル



各部のはたらき
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¡作業中は，植付スイッチを「入」位置にしてお

かないと，警報が働かず，欠株になったり線引

マーカで線を引き忘れたりする恐れがありま

す。

¡植付け作業時以外は，植付けスイッチを「切」

位置にしてください。

t マーカ自動スイッチ［Ｄ・Ｈ仕様］

・植付スイッチ「入」の時，マーカ自動スイッチ

を「入」にすると，ランプが点灯し、マーカ自

動が作動します。

・マーカを使用しないときは，植付部が最上昇位

置でスイッチを押すと、ランプが消灯し、それ

以後のマーカが出ないようになります。

y 油圧感度切替装置

フロートによりほ場表面の整地を良くするため，

ほ場表面のやわらかさの状態に合わせて植付部の

「上下動感度」を調節する装置です。

・油圧感度切替ダイヤル

u 傾斜ダイヤル

・傾斜ダイヤルによって植付部の傾きを調整しま

す。シートを開けてダイヤルを調整します。

・あぜ際や凹凸のある田面の植付けなどで植付部

を傾斜させたい時に使用します。

《水平》……植付部が常に「水平」になるよう自

動的にコントロールされます。

《右下り》…植付部が常に「右下り」に保たれま

す。

《左下り》…植付部が常に「左下り」に保たれま

す。

植付部

傾斜田面

取扱いのポイント

シート

u傾斜ダイヤル
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各部のはたらき

i モニタパネル

a 燃料モニタ

・燃料の残量をランプ点灯で示しま

す。

残量が少なくなると給油マークが

「点灯」し警報ブザーが鳴ります。

s 肥料残量モニタ［ペースト施肥機装着仕様］

・肥料の残量をランプ点灯で示しま

す。

残量が少なくなると肥料マークが

「点灯」し警報ブザーが鳴ります。

d 方向指示モニタ／線引マーカモニタ

［Ｄ・Ｈ仕様以外は方向指示モニタのみ］

・植付スイッチ《切》の時，方向

指示モニタとして作用し，方向

指示スイッチによりモニタが「点

滅」し，旋回する方向を示しま

す。

・植付スイッチ《入》の時，線引

マーカモニタとして作用し，線

引マーカを出す側のモニタが「点

灯」します。

f 苗補給モニタ

・苗のせ台の苗の残量が少なくな

るとモニタが「点灯」し，警報

ブザーが鳴ります。

g 植付モニタ［Ｄ・Ｈ仕様］

・植付けクラッチが《入》の状態

の時はモニタランプが「点灯」

します。

h 水平自動モニタ［Ｖ・Ｄ・Ｈ仕様］

・モニタが「点灯」している時は

水平自動機構が作動しているこ

とを示します。

j 施肥モニタ〔施肥機装着仕様〕

・肥料装置（ポンプ）が駆動して

いる時はモニタランプが「点灯」

します。

k 施肥条止めモニタ〔施肥機装着仕様〕

・施肥切替レバーで各条の施肥を

止めている時にモニタが「点灯」

します。

・植付条止めレバーのみを停止に

した場合も，モニタが点灯しま

す。

l 肥料詰りモニタ〔施肥機装着仕様〕

・施肥作業中に肥料が詰まるとモ

ニタが「点灯」し，警報ブザー

が鳴ります。

・ほぼ同時に、植付クラッチが

《切》になります。〔D・H仕様〕

¡0 アワメータ

稼働時間を表示し、たとえば００１９１は19.1

時間（19時間6分）使用したことを示します。
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2. エンジンコントロール関係

q 燃料ストレーナコック

エンジンを停止している時に燃料を止めておく

コックです。

《開》……燃料が「流れ」ます。

《閉》……燃料が「停止」します。

w チョークノブ

エンジンが冷えている状態で始動する時に使用

するノブです。

《閉》（手前いっぱいに引く）

……エンジンが冷えている時，燃料の割合を

濃くします。

《半開》（半分程度引く）又は《開》（押込む）

……エンジンが暖まっている時，燃料の割合

をやや濃く又は標準にします。

e エンジンコントロールレバー

エンジンの回転速度を調整するレバーです。

レバーを手前に引けば「高速」になり，前方へ

押せば「低速」になります。

押す 引く

開
（運転）

閉
（始動）

wチョークノブ

wチョークノブ

eエンジンコントロールレバー

《閉》 《閉》

q燃料ストレーナコック

eエンジンコントロールレバー

《開》

eエンジンコントロール
レバー
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3. 走行操作レバー関係

q ブレーキペダル

・踏込むとクラッチが切れてブレーキが掛かりま

す。エンジンの始動時や緊急停止時および副変

速レバーを操作する際に使用します。

¡ブレーキペダルを踏込むと，クラッチが切れ，

次に４輪全てにブレーキがかかります。

¡ブレーキペダルはす早く踏込んでください。

¡ブレーキペダルに始動安全スイッチを装備して

いますので，いっぱいに踏込まないとエンジン

は始動できません。

w 駐車ブレーキレバー（フック）

・ブレーキペダルを踏み，レバーをブレーキペダ

ルのフックにかけます。

・駐車ブレーキを解除するには，ブレーキペダル

を強く踏込めば外れます。

e 主変速レバー

ブレーキペダルを踏まないで走行速度の変速が

できます。《前進》《後進》いずれにもレバーの

位置を動かすことで無段階に走行速度を選ぶこと

ができます。

・前進速度は，レバーを《N》（中立）位置より前方

に動かすと速くなり，後進速度はレバーを左に寄

せ，《N》（中立）位置より後方に動かすと速くな

ります。

取扱いのポイント

警告 傷害事故防止のために

B急発進，急停止，急旋回はしないでくださ

い。転倒事故を引き起こすことがあります。

発進するときは，ブレーキペダルを離して

から主変速レバーを《Ｎ》（中立）位置か

らゆっくりと操作してください。

B駐車・停車時には，駐車ブレーキレバーを

かけてください。

e主変速レバー

r副変速レバー

qブレーキペダル

qブレーキペダル

qブレーキペダル

w駐車ブレーキレバー
（フック）

e主変速レバー
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¡エンジン停止中は主変速レバーを操作しないで

ください。

¡主変速レバー「高速」での疎植株間22・25・28B

の植付作業は苗の植付姿勢が乱れますので上記

疎植作業領域内で行なってください。（Ｓ仕様）

¡Ｓ仕様の条間30Bの50株・条間33Bの45株で作

業する場合は株間21Bで行ない，植付姿勢に影

響がある場合は，22Bの低速で行なってください。

¡後進する場合は植付部が充分上がってから，主

変速レバーを《後進》側にゆっくり操作してく

ださい。

¡［Ｄ・Ｈ仕様］は植付スイッチ《入》の時，主

変速レバーを《後進》に入れると，植付部は自

動的に「上がり」ます（バックアップ機構）の

で，倉庫内などで後進する時は，植付スイッチ

を《切》にし，植付部の上部を周りに当てない

ように，必要により植付部を下げて油圧固定レ

バーで「固定」してから行なってください。

r 副変速レバー

《作業》，《走行》の２段階に変速でき，中央は

《Ｎ》（中立）になっています。

¡副変速レバーの操作はブレーキペダルを踏込ん

で行なってください。（主クラッチが切れる）

¡《作業》……「植付作業」及び移動・積込み積

降ろし・あぜ越え・ほ場の出入り

・急な坂道等で使用します。

¡《走行》……平坦地で高速での「移動走行」に

使用します。

t デフロックペダル

ペダルを踏むと左右の前輪が同じ回転になりま

す。

片側前車輪がスリップする時に使用します。

ペダルから足を離すと解除されます。解除され

ない場合はブレーキペダルを踏込みます。

¡片側の前車輪が空転している時は，デフロック

ペダルを踏込んでもデフロックが入らないこと

があります。この場合は一度ブレーキペダルを

踏込んでから行ってください。

取扱いのポイント

エンジンコントロール
レバー

r副変速レバー

取扱いのポイント

警告 傷害事故防止のために

B自動車への積込み，積降ろしおよび道路走

行する時は，デフロックを使用しないでく

ださい。またデフロックが解除されている

ことを確認してください。デフロックを使

用するとハンドルを切っても直進しかでき

なくなり思うように旋回できません。デフ

ロックを入れたままで旋回しようとする

と，思わぬ事故につながることがあります。

取扱いのポイント

tデフロックペダル

e主変速レバー

22
・
25
・
28
B
作
業
領
域

（高速）

（低速）

標準株間仕様 疎植株間仕様

ba

（低速）

（高速）ba
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w フック（5ヶ所）

a荷造りに使用します。

s脱出用などに使用します。

機械がほ場内の深みには

まり走行不能になった時

は，前方のフックにロー

プをかけて，前進方向に

引っ張ってください。そ

れに合わせて，機械を走

行させます。

e 方向指示器

・方向指示スイッチを操作し，旋回する側の方向

指示器を「点滅」させます。

y スマイルターン解除ペダル

旋回時，内側後車輪の動力が切れます。（スマ

イルターン）この時，スマイルターン解除ペダル

を踏むと内側後車輪の動力がつながります。旋回

時，車輪がスリップする場合に使用します。

¡機械が旋回時，ほ場の深みにはまり旋回不能に

なった時、スマイルターン解除ペダルを踏むと，

内側後車輪の動力がつながり，走行しやすくな

ります。

u パワーステアリング

・パワーステアリングはエンジン運転中のみ作動

し、ハンドルが軽く操作できます。（使い方23

ページ参照）

4．その他運転装置

q シート

・運転者の体格に合わせて，シート下のピンを差

換えることにより着座位置が「前後３段階」に

調節できます。

yスマイルターン解除ペダル

ピン シート

中央フック（左右）後方フック（左右）

e方向指示器

取扱いのポイント

前方フック
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5．ボンネット・カバーの取外し

ボンネット・カバー類は取外すことができ，点

検・調整・掃除の際に便利です。

q ボンネット

左右２ヶ所のレバーを「開」側に操作し，セン

ターポールを前方に引いて，下向きにした後にボ

ンネットを前方に開きます。

・前照灯のコネクターを外し、ボンネットを中開

きの位置で，取外します。

w パネルリヤカバー

ノブボルト１本を外し，パネルリヤカバーを取

外します。

e カバー

座席シートを取外した後，ノブボルトを外し，

カバーを取外します。

r リヤステップカバー

左右３箇所ずつのボルトを外してリヤステップ

カバーを取り外します。

a運転席後方の左右のマットの後半分程度をめく

り，ボルトを取外します。

s運転席両足元のクリップ（各２箇所）をドライ

バーで外し，マットをめくってボルト（各２個）

を取外します。

wパネルリヤカバー
取外しノブボルト

座席シート

センターポール

引く

ボンネットを開く

回して下向きにする

eカバー

ノブボルト

取外しボルト 後半分
マットを
めくる

rリヤステップカバー

取外しクリップ

マット

リヤステップカバー 取外しカバー

マットをめくる

qボンネット開閉レバー



15

各部のはたらき各部のはたらき

3．植付け装置の取扱い

1．植付レバー関係

q リフト（油圧・植付）レバー［Ｄ・H仕様以外］

・植付部の昇降及び植付クラッチの断続をすると

き使用します。

《上昇》……植付部が「上」り，同時にマーカ

が「上」がります。

（植付クラッチは「切」れています。）

《固定》……植付部の昇降が「停止」します。

（植付クラッチは「切」れています。）

《下降》……植付部が「下」ります。

植付クラッチが「切」れます。

《植付》……植付クラッチが「入」ります。

（植付部は下っています。）

・リフト（油圧・植付）レバーは，《植付》位置で

マーカ切替え操作ができます。

《右》……線引マーカ（右）が下ります。

《左》……線引マーカ（左）が下ります。

「オートリターン装置」

リフト（油圧・植付）レバーを《上昇》位置へ

操作し，植付部が最上昇位置にくるとリフト（油

圧・植付）レバーは自動的に《固定》位置にもど

ります。

上昇位置へ操作した後は手をレバーよりはなします。

¡植付け作業以外で植付部を下降させるときは，

リフト（油圧・植付）レバーを《植付》位置に

操作しないでください。植付爪が回転します。

r株間切替レバー（前レバー）

qリフト（油圧・植付）レバー

t植付本数調節レバー

y植付深さ調節
レバー

i条止めレバー

r株間調節レバー（後レバー）

wクイックアップレバー
［Ｄ・Ｈ仕様］

取扱いのポイント



各部のはたらき

16

＊現在の植付部の昇降状態がポジションウィン

ドウで確認できます。

《マーカセット》…・マーカ自動スイッチ「入」

時にレバーを手前に「引く」

と線引マーカが「右」にセ

ットできます。

・レバーを前方に「押す」と

線引マーカが「左」にセッ

トできます。

《マーカ切替》 … ・植付部が最上昇位置にある

時，マーカ自動スイッチを

押すとランプが「消灯」し，

マーカを出さないようにし

ます。（マーカの右又は左

の切替操作をするか，マー

カ自動スイッチを押すと

「自動モード」に戻ります。）

《両マーカ下降》…・植付部が下降中，マーカが

出ていない方向の切替操作

をすると，「両マーカ」を出

すことができます。

¡線引マーカは，植付スイッチ及びマーカ自動ス

イッチが「入」っている時，植付部を「昇降」

すると，左右のマーカが交互に自動的に「上下」

します。（マーカ自動機構）

¡線引マーカを作動させる時は，線引マーカが

「フック」から外ずれていることを確認してく

ださい。

w クイックアップレバー［Ｄ・Ｈ仕様］

a植付スイッチが《切》位置の場合，

クイックアップレバーの操作で，植付部の「上昇」

「下降」ができます。

s植付スイッチを《入》位置にすると，

クイックアップレバーの操作で植付クラッチの

「入・切」，植付部の「昇降」，「線引マーカの操

作」ができます。ハンドルを握ったまま，指で

ワンタッチ操作できます。

《下降》 ……

《植付入》

《植付切》 ……

《上昇》

《植付部停止》………・植付部を昇降の途中で停

止させたい場合は，レバ

ーを逆方向へ操作すると

停止します。

取扱いのポイント

・植付中に，レバーを「上」げ

ると，植付クラッチが「切」

れ，もう一度「上」げると植

付部が「上昇」します。

・植付部が上昇状態で，レバー

を「下」げると，植付部が

「下降」し，もう一度「下」げ

ると植付クラッチが「入」り

ます。

］

］

ポジションウィンドウ

wクイックアップレバー
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e 油圧固定レバー

油圧回路を閉め，植付部の下降を防止するとき

に使用します。

・《固定》……固定側にいっぱい回すと植付部の

上昇，下降が「固定」されます。

・《解除》……解除側に回すと固定が「解除」さ

れます。

¡植付作業時，油圧固定レバーは《解除》側に回

しておいてください。

r 株間切替レバー，株間調節レバー

・植付部の回転を変えて株間を調節するレバーで

す。株間切替レバーと株間調節レバーの組合わ

せにより株間は「６段階」に調節できます。

・条間30B［標準車輪］

・条間30B［大径車輪］

・条間33B［大径車輪］

・条間30B［大径車輪］［疎植株間仕様］

・条間33B［大径車輪］［疎植株間仕様］

取扱いのポイント

警告 傷害事故防止のために

B移動走行および点検整備する時は，油圧固

定レバーで植付部を「固定」してください。

¡整備作業をする時は更に植付部の下に木片

などの固定台を敷いてください。

e油圧固定レバー

r株間切替レバー（前レバー）

r株間調節レバー（後レバー）
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t 植付本数調節レバー

苗のかき取量（１株当たりの植付本数）を調節

するレバーです。

・《少い》……植付本数が少なくなります。

・《多い》……植付本数が多くなります。

y 植付深さ調節レバー

フロートを上下して，植付深さを調節するレバー

です。

・《浅い》……植付深さが浅くなります。

・《深い》……植付深さが深くなります。

u 横送り量切替レバー

レバーを押引きして，セット位置を変えること

により横送り量を３段階に切替えるレバーです。

・横送り量を切替える時は，「横送り量調節のしか

た」（39ページ）を参照して行います。

i 条止めレバー

植付爪及び苗送り用ゴムベルトを２条（［５条

型］の中央部は１条）ごとに停止させるレバーで

す。

・《停止》……植付爪とゴムベルトの回転が停止

します。

・《解除》……植付爪とゴムベルトが回転します。
y植付深さ調節レバー

t植付本数調節レバー

u横送り量切替レバー

i条止めレバー
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¡苗おさえを下げすぎると苗滑りが悪くなります。

¡苗おさえを上げすぎると苗が座屈します。

w 苗ささえ板（苗ホルダ）

植付をよくするため苗の長さ，硬さに応じて苗

ささえ板の位置を変えます。

・調節ボルト（４本）をゆるめて「３段階」の高

さと，板の角度が調節できます。

¡苗ささえ板で苗を強く押し上げる位置にする

と，苗送りが悪くなります。

¡短い苗は，苗ささえ板よりビーク側に出ないよ

うに苗ささえ板を低くします。

¡苗ささえ板をビーク側に傾けた場合に，ビーク

が当らないことを確認します。

2．苗のせ台の各装置

q 苗おさえ

・軟弱なマット苗などが崩れ落ちないように支え

る棒です。

・マット苗の床土の厚さに応じて苗おさえ上下の

セット位置（上：３段階，下５段階）を変えます。

苗おさえを床土の表面から15～20aにセットし

ます。

・残った苗を取出すときは「苗おさえ」を後方に

起こして苗を取出します。

q苗おさえ

q苗おさえ

e苗ストッパ

w苗ささえ板
（苗ホルダ）

調節ボルト

取扱いのポイント

取扱いのポイント

・植付けた苗が進行
方向に対して後側
に倒れる場合

・苗切れが多い場合

植付けた苗が進行
方向に対して前側
に倒れる場合

苗丈が長い場合

苗丈が短い場合
（12b以下）

15～20a

苗おさえ

床土

苗ささえ板調節ボルト

苗ささえ板（苗ホルダ）

w苗ささえ板（苗ホルダ）

rエプロン折タタミ

tエプロン
ガード

q苗おさえ

標準セット
8mm
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e 苗ストッパ

・植え終わりの調整の時，「１条」のみ停止する時

に苗ストッパをセットします。

・条止めレバー（２条用）と併用して使用します。

・植え終わり調整する時は「植え終わり調整のし

かた」（49～50ページ）を参照して行います。

¡苗ストッパを使用するときは苗のせ台の苗を引

き上げてセットしてください。

¡再び植付けるときは，苗を引き上げて苗ストッ

パを解除し，苗がエプロン先端に当たるように

セットしてください。

¡苗ストッパが苗ホルダに確実に収納してあるこ

とを確認してください。

r エプロン折タタミ

・エプロンの両端を折タタむことができ，機械の

移動や格納時に使用します。

・エプロン両端下の取付ナットをゆるめてエプロ

ンを折タタミます。

t エプロンガード・スタンド

・走行時や植付作業時にエプロンを守るため「エ

プロンガード」をセットします。

・エプロンガードを前方へ引いて下向きに回わし

セットすると「スタンド」として使用できます。

¡スタンドは植付部を降ろして一時停止する時に

使用します。

¡長期間の保管や車両での運搬時にはスタンドを

使用できません。

¡エプロンガードの操作は支点部をもって行ない

ます。

3．その他の植付け装置

q 補助苗のせ台

・６枚の予備苗をのせることができます。

（〔Ｊ仕様〕は12枚）

格納時は，収納することができます。収納する

には，上方に持ち上げ，上側の苗乗せ台の固定部

に下側の苗乗せ台の固定部をはめ込みます。

w 苗スクレーパ入れ

補助苗のせ台の内側に苗スクレーパを差込むポ

ケットがあります。（上図参照）

（出荷時は，左側補助苗のせ台に装着）

エプロンガード

取扱いのポイント

e苗ストッパ

rエプロン折タタミ

取付ナット

スタンド

w苗スクレーパ入れ

q補助苗のせ台

取扱いのポイント
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e 苗スライダー（左側スライド式補助苗台）［Y仕様］

展開して，苗補給や予備苗を載せることができ

ます。（41ページ参照）

r 線引マーカ

田面にマーカを下ろして線を引き，次行程を植

付ける際のセンタポールを合わせる目印となりま

す。

・風車型線引マーカ［Ｄ・Ｈ仕様］

・線引マーカは，植付部の昇降によって自動的に

左右交互に上下します。

植付作業をしないときは，風車型マーカを折り

たたみフックに掛けます。

（風車の折りたたみ方）

a風車を固定しているレバーを回して解除します。

s風車を折りたたみます。

¡風車を展開する時は，レバーで風車を確実に固

定してください。

・棒型線引マーカ［Ｄ・Ｈ仕様以外］

・リフト（油圧・植付）レバーが《植付》位置に

ある時，リフト（油圧・植付）レバーで線引マー

カの切替操作ができます。

《右》……線引マーカ（右）が下がります。

《左》……線引マーカ（左）が下がります。

・マーカは植付部が「上昇」すると，自動的に

「上がり」ます。

取扱いのポイント

r線引マーカ

マーカフック

折りたたみ時展開時（作業時）

レバー

線引マーカ

マーカフック

右側のマーカ
セット

左側のマーカセット

リフト（油圧・植付）レバー

収納時

展開時

e苗スライダー



4．電装関係の取扱い

1．ヒューズの取扱い

配線の回路に異常を生じた時，事故を未然に防

止するためにヒューズが設けてあります。

運転中，電気系統に異常を確認した時はヒュー

ズが切れていないかチェックします。

・ヒューズボックス１と，ヒューズボックス２の

点検はボンネットを取外して，ヒューズボック

スカバーを外して行います。

q ヒューズボックス１

w ヒューズボックス２

各部のはたらき
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¡線引マーカをマーカフックに格納するときは，植

付部を完全に上昇させてから行なってください。

¡輸送時および走行時は，線引マーカをマーカフッ

クに格納してください。

¡マーカを両側出す時は，植付部を下げ，マーカ

が出ている側の反対側のマーカを出す切替操作

をします。

t トレースマーカ

線引マーカで引く線が見えにくい田面では，隣

接の苗にトレースマーカを合わせ条間を保つよう

に使用します。

¡輸送時および走行時にはトレースマーカは収納

してください。

y センタポール

・線引マーカで田面に引かれた線に合わせるポー

ルです。

・輸送及び格納時は，センタポールを後方に倒し

て「収納」します。

警告 火災防止のために

B取付けてあるヒューズと異なる容量のヒュ

ーズを使用しないでください。また針金，

銀紙などをヒューズのかわりに使用しない

でください。使用すると電線の過熱焼損の

原因になります。

qヒューズボックス１

wヒューズボックス２

取扱いのポイント

tトレースマーカ

取扱いのポイント

yセンタポール
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2．バッテリ

・バッテリはシートの下のカバー内に装着してい

ます。

5．自動装置の取扱い

1．パワーステアリングの取扱い

この機械はパワーステアリングを装備していま

すので，ハンドルが軽く操作できます。

ハンドル操作は次の点を注意して行います。

¡ほ場条件，前輪荷重大等によりすえ切りができ

ないことがあります。このような場合には，ハ

ンドルを無理に回さず機械を前後に動かして操

舵してください。

¡ハンドルをいっぱいに切った後，さらにハンド

ルを回すことは避けてください。車体に無理な

力をかけることになり，田植機の寿命を縮めま

す。又，前輪を溝に落としたままハンドルを切っ

たりすることも，同様に車体，特にタイヤ，ホ

イルに影響を及ぼします。

警告 傷害事故防止のために

B下り坂等でエンジンを停止したまま走行し

ないでください。

エンジンが停止するとパワーステアリング

装置が動かなくなりハンドルが重くなり衝

突や転落等の事故になることがあります。

取扱いのポイント

指定バッテリ……28A19R
または相当品

バッテリ

・ヒューズが溶断した場合は，次の機能が作動不

良となります。

¡ヒューズが溶断している時は，原因を調べ修理

後，指定容量のヒューズと交換してください。

¡再発する時は「お買いあげ先」にご相談ください。

取扱いのポイント

［Ｄ・Ｈ仕様］

前照灯
ホーン
水平自動
バックアップ
クイックアップレバー
油圧感度調節
マーカ自動
バッテリ充電

× ×
× ×
× × ×
× × × ×
× × × ×
× × × ×
× × × ×

× ×

モ
ー
タ
電
源

一
般
電
源

充

電

リ

フ

ト

マ

ー

カ

マ
イ
コ
ン

水
平
制
御

ラ
ン
プ
計
器

ヒューズボックス１ ヒューズボックス２

影響の出る
機能

ヒューズ

（×は作動不能を示す）

［Ｖ仕様］

前照灯
ホーン
水平自動
油圧感度調節
バッテリ充電

× ×
× ×
× × ×
× × × ×
× × ×

モ
ー
タ
電
源

一
般
電
源

充

電

リ

フ

ト

マ
イ
コ
ン

水
平
制
御

ラ
ン
プ
計
器

ヒューズボックス１ ヒューズボックス２

影響の出る
機能

ヒューズ

（×は作動不能を示す）

［Ｄ・Ｈ・Ｖ仕様以外］

前照灯
ホーン
油圧感度調節
バッテリ充電

× ×
× ×

× × × ×
× ×

モ
ー
タ
電
源

一
般
電
源

充

電

リ

フ

ト

マ
イ
コ
ン

ラ
ン
プ
計
器

ヒューズボックス１ヒューズボックス２

影響の出る
機能

ヒューズ

（×は作動不能を示す）
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¡植付作業時以外は，バックアップレバーは

《切》位置にしてください。

¡倉庫内など天井やハリの低い所で機械を後進さ

せる時は，［Ｄ・Ｈ仕様］は植付スイッチを《切》

にし，［Ｄ・Ｈ仕様以外］はバックアップレバ

ーを《切》にし，事前に植付部を低い位置で油

圧固定レバーを《固定》にして，バックアップ

で自動上昇しないようにしてください。

3．オートマーカ装置の取扱い

線引マーカは「オートマーカ」になっています

ので，植付スイッチとマーカ自動スイッチが「入」

っている時，植付部の昇降ごとに線引マーカが左

右交互に下降します。

「線引マーカの切替」

植えはじめや枕地植えなどで下がるマーカを左

右切替えたい場合に操作します。

・［Ｄ・Ｈ仕様］……・植付部が「最上昇位置」に

ある時，クイックアップレバ

ーで線引マーカの切替操作が

できます。

（クイックアップレバー操作）

《手前に引く》……マーカが「右」にセットでき

ます。

《前方に押す》……マーカが「左」にセットでき

ます

¡マーカの両側を出す時は，下降中にマーカが出

ていない方向の切替え操作をクイックアップレ

バーで行います［Ｄ・Ｈ仕様］

¡マーカの両側を閉じる時は，植付部を最上位置

にし，マーカ自動スイッチを「切」にします。

［Ｄ・Ｈ仕様］

クイックアップ
レバー

取扱いのポイント
¡ハンドルをいっぱいに切った時，まれに異音が

する場合がありますが，回路中のリリーフ弁に

よるリリーフ音で使用上問題はありません。

¡寒冷地等で始動直後異音が発生し，ハンドルが

重いのは油の粘度が固いためです。暖機運転を

してから使用してください。

¡ハンドルをいっぱい切ったまま長時間使用する

と，油温が上昇し，装置の寿命を縮めます。

¡走行中エンジンが停止した時は，パワーステア

リング装置が働かなくなり，ハンドルが重くな

りますので，すみやかにエンジンを再スタート

してください。

2．バックアップ装置の取扱い

［Ｄ・Ｈ仕様］

植付スイッチを《入》の時，主変速レバーを《後

進》側に入れると植付部が「上昇」します。

［Ｄ・Ｈ仕様以外］

・バックアップレバーを《入》の時，主変速レバー

を《後進》側に操作するとリフトレバーが自動的

に移動して植付部が「上昇」します。

・バックアップレバーはリフト（油圧・植付）レ

バーが《上昇》位置以外で操作します。

主変速レバー

植付スイッチ

バックアップレバー

取扱いのポイント
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1．運転まえの点検
安全作業のために毎日の運転まえに「運転まえ

の点検表」を参考に点検してください。

「運転まえの点検表」

運転のしかた

警告 

危険 

傷害事故防止のために

ヤケドや火災防止のために

B給油・注油・点検する時には機械を平坦な

場所に置き，エンジンを停止してから行なっ

てください。

Bエンジン回転中やエンジンが熱い時は給油・

注油をしないでください。

B燃料補給時は火気を近づけないでください。

燃料に引火し火災の原因になります。

B燃料補給した時は燃料キャップをしめ，こ

ぼれた燃料はきれいにふきとってください。

B燃料タンクや燃料ホースの傷により燃料も

れなどがあると火災の原因になります。作

業前や作業後に点検し，もれがあれば交換

してください。

個　　　所

q燃料タンク

wエンジンクランクケース

eスタータスイッチ

r前照灯・ブザー・植付スイッチ

tブレーキペダル

u植付部

・作業に必要な量の燃料が入ってい
ますか。

・燃料ホースから燃料が洩れていま
せんか。

・オイル面が給油栓（オイルゲージ）
の上限・下限目盛の間にあります
か。

・オイルを補給する。

・配線の外れを調べ処置する。

・ヒューズの切れ，配線の外れ
を調べ，処置する。

・異常個所を調べ処置する。

・異常個所を調べ処置する。

・掃除する。

・燃料を補給する。
・ホースを交換する。

・スイッチを《切》位置にするとエ
ンジンが停止しますか。

・各モニタが点灯しますか。
・警報ブザーが鳴りますか，止まり
ますか。

・前照灯が点灯しますか。

・ブレーキペダルを踏むとクラッチ
が切れブレーキがかかりますか。

・レバーを操作すると植付部が上昇・
下降・固定になりますか。
・植付クラッチが断続できますか。
・苗送りゴムベルトやフロートの上
に泥がのっていませんか。

・エプロンに障害物がのっていませ
んか。

内　　　容 処　　　置 参照ページ

54

54

6

7

11

15
16

－

yクイックアップレバー［Ｄ・Ｈ仕様］
（リフトレバー）［Ｄ・Ｈ仕様以外］

w

u

e

t

y

y r q
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y クイックアップレバー・リフト（油圧・植付）レバー

u 植付部の掃除

q 燃料の点検・補給

w エンジンオイルの点検・補給

e スタータスイッチ，r コンビネーションス

イッチの確認

t ブレーキペダルの作動

苗のせ台

植付爪フロート

燃料給油栓

エンジンオイル給油栓

スタータスイッチ

コンビネーションスイッチ

ブレーキペダル

クイックアップレバー

［Ｄ・Ｈ仕様］以外［Ｄ・Ｈ仕様］

リフト（油圧・植付）レバー
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2．エンジンの始動と停止

１．エンジン始動のしかた

q 体格に合わせ着座位置を調節します。（13ペ

ージ参照）

w ブレーキペダルを駐車ブレーキレバーのフ

ックにかけます。

e 燃料ストレーナの燃料コックを《ＯＮ》（開）

にします。

r 主変速レバーと副変速レバーを《Ｎ》（中立）

位置にします。

t リフト（油圧・植付）レバーを《固定》位置

にします。［Ｄ・Ｈ仕様以外］

y 油圧固定レバーを《固定》位置にします。

燃料ストレーナカップ

ON
（開）3燃料コック

（閉）OFF OFF（閉）

警告 傷害事故防止のために

B点検・整備などで取外したカバー類はすべ

て取付けてください。

Bマフラ排気口付近に燃えやすいものを置か

ないでください。

B周囲に障害物がないか確認して行なってく

ださい。

B屋内での始動は窓や戸を開けて換気を行い，

排気ガス中毒にならないようにしてくださ

い。

Bエンジンの始動はシートに座って行なって

ください。

B駐車ブレーキをかけて，主変速レバーと副

変速レバーが《Ｎ》（中立）であることを確

かめて，周囲から子供等人を遠ざけてエン

ジンを始動してください。

Bエンジンのプラグキャップや高圧コードに

触れているときにエンジンを始動しないで

ください。「感電」することがあります。

e主変速レバー

e副変速レバー

wブレーキペダル

駐車ブレーキレバー

yエンジンコントロールレバー

qブレーキペダル

w燃料ストレーナ
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u エンジンコントロールレバーを低速から「や

や高速側」へ引きます。

i チョークノブを操作します。

a エンジンが冷えているとき

…………ノブをいっぱい引く「閉」

s エンジンが暖まっているとき

…………ノブを半分程度引く。または操作し

ない「半開または開」

o ブレーキペダルをいっぱい「踏込み」ます。

¡ブレーキペダルは始動安全スイッチを装備して

いますので，いっぱい踏込まないとエンジンは

始動しません。

!0 スタータスイッチを《始動》位置に回します。

!1 エンジンが始動したら，スタータスイッチか

ら手を離します。スタータスイッチは自動的に

《運転》の位置に戻ります。

¡セルモータを回して10秒以内で始動しないとき

は，しばらく（約30秒）休んでからふたたび始

動操作を行なってください。

¡セルモータは大きな電流を消費し，15秒以上の

連続使用は故障の原因となります。

¡何かの理由によりエンジンが始動しないとき，

チョークノブを《閉》の位置にしたままで何回

も始動操作をくり返さないでください。

¡エンジン回転中は，スタータスイッチを《始動》

位置にしないでください。セルモータが故障し

ます。

!2 ブレーキペダルからゆっくり足を離します。

!3 エンジンの調子をみながら徐々にチョークノ

ブを「押込み」ます。

¡エンジン始動後は，エンジンコントロールレバー

を「低速」の位置にし，約５分間暖機運転をし

てください。

暖機運転は，主変速，副変速を《Ｎ》（中立）位

置で駐車ブレーキをかけて行なってください。

取扱いのポイント

取扱いのポイント

iチョークノブ

引く戻す

閉
（始動時）

開
（運転時）

取扱いのポイント

停止
運転

始動

スタータスイッチ
（始動キー）

uエンジンコントロールレバー

iチョークノブ
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2．エンジン停止のしかた

q エンジンコントロールレバーを前方に戻して，

エンジン回転を「低速」にします。

w スタータスイッチのキーを《切》位置にしエ

ンジンを停止します。

e 燃料ストレーナのコックを《ＯＦＦ》（閉）位

置にします。

¡エンジンを停止するときは，エンジン回転を「低

速」で２～３分間「冷却運転」を行い，エンジ

ン温度を下げてから停止してください。

取扱いのポイント

wスタータスイッチキー

qエンジンコントロールレバー
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3．運転のしかた

1．発進のしかた

q スタータスイッチを回し，エンジンを始動し

ます。（27～28ページ参照）

w エンジンコントロールレバーを「中速」にし

ます。

e クイックアップレバー［Ｄ・Ｈ仕様］，または

リフト（油圧・植付）レバー［Ｄ・Ｈ仕様以外］

にて植付部を「上昇」まで上げます。

r 油圧固定レバーを《固定》位置にし，植付部

を「固定」します。

t ブレーキペダルをいっぱい踏込み，駐車ブレ

ーキを「解除」します。

ブレーキペダルを踏込んだまま副変速レバーを目

的の変速位置に入れ，主変速レバーを「Ｎ」（中

立）にして，ペダルを離します。

y 主変速レバーを「Ｎ」（中立）から徐々に前

進「高速側」にします。

警告 傷害事故防止のために

B走行する時は，苗のせ台を中央に止めマー

カを収納してください。

B発進するときは周囲を確認してからゆっく

り行なってください。

B運転者のほかに子供等人や物を乗せないで

ください。

B坂道で駐車しないでください。やむをえず

坂道で駐車する場合はエンジンを停止し駐

車ブレーキをかけ，後輪に歯止めをしてく

ださい。

B機械から降りる時は始動キーを抜取ってお

いてください。

B駐車・停車時には，駐車ブレーキレバーを

かけてください。

eクイックアップレバー

wエンジン
コントロール
レバー

qスタータスイッチ

油圧固定レバー

y主変速レバー

t副変速レバー

tブレーキペダル

リフト（油圧・植付）レバー［Ｄ・H仕様］以外

r油圧・固定レバー
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2．走行運転のしかた

走行するときは，危険防止のためつぎのことを

守り「安全な速度」で運転をします。

「走行状態」……５個所セットします。

q エンジンを始動し，植付部を「上昇」させ，

油圧固定レバーを《固定》位置にします。

w 苗のせ台を「中央位置」にセットします。

（副変速レバーを《Ｎ》（中立）にし，主変速レバー

を《前進》にし，植付スイッチを《入》位置にし

てクイックアップレバーを「植付」［Ｄ・Ｈ仕様］

またはリフト（油圧・植付）レバーを《植付》［Ｄ・

Ｈ仕様以外］にして苗のせ台を移動させます。）

・補助苗台・苗スライダー［Y仕様］も収納します。

e 植付スイッチは《切》位置にします。

r センタポール・トレスマーカ・線引マーカ（左

右）を「収納」します。

t エプロンの両端を「折タタミ」，エプロンガー

ドをセットします。

警告 傷害事故防止のために

Bこの機械は「道路運送車両法」に適合して

いませんので，公道は走行できません。

公道を移動する時は自動車（トラック等）

にのせて輸送してください。

B移動するときは植付部を回転させないでく

ださい。

B走行運転時，植付部を障害物に当てないよ

うにしてください。

Bわき見運転や片手運転はしないでください。

接触や転落の原因になることがあります。

B側溝のある農道や，両側が傾斜している農

道を走行するときは，路面を確認してくだ

さい。軟弱な路肩や草が生い茂っている所

は走行しないでください。路肩がくずれて

転倒したりして傷害事故を起こすことがあ

ります。

B溝やあぜを横断したりするときは，低速に

してください。高速では，スリップや転倒

の原因になります。

B旋回するときはスピードを落としてゆっく

り旋回してください。高速での旋回は横転

する恐れがあります。

B坂道では副変速を《Ｎ》（中立）にしないで

ください。エンジンブレーキがきかなくな

り，暴走することがあります。

B坂道や凸凹，カーブの多い道路では，高速

運転はしないでください。下り坂では副変

速レバーを《作業》位置にして走行してく

ださい。

rセンタポール
r線引マーカ

（収納）

e植付スイッチ（切）wクイックアップレバー
またはリフトレバー

w苗のせ台
（中央）

rトレースマーカ（収納） q油圧固定レバー（固定）

tエプロンガード
エプロン
（折タタミ）

B坂の途中で危険回避などのためにやむを得

ず機械を停止させたいときは，ブレーキペ

ダルをいっぱい踏込んでください。ブレー

キペダルの踏込みが足らない場合は，暴走

するおそれがあります。
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3．停車のしかた

q 主変速レバーを《Ｎ》（中立）位置に戻すと，

機械は「停止」します

w エンジンコントロールレバーを前方に押して，

エンジン回転を「低速」にします。

e 副変速レバーを《Ｎ》（中立）の位置にしま

す。

r スタータスイッチを《切》位置にし，エンジ

ンを停止します。

t 燃料コックを《ＯＦＦ》（閉）位置にします。

y 駐車ブレーキレバー（フック）をかけます。

¡エンジンを停止するときは，エンジン回転を

「低速」で２～３分間「冷却運転」を行い，エ

ンジン温度を下げてから停止してください。

¡やむおえず「緊急停止」する場合は，スタータ

スイッチを《停止》位置にしてエンジンを停止

させてください。

取扱いのポイント

¡路面の状態に適した速度を選び，機体に大きな

「振動・ショック」がかからないように走行しま

す。

取扱いのポイント

rスタータスイッチ

e主変速レバー e副変速レバー

qエンジンコントロール
レバー

wブレーキペダル

y駐車ブレーキ
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4．自動車への積込み・積降ろし
・自動車への積込み・積降ろしは，まわりに障害

物のない平坦で硬い場所を選び，運転者は誘導

する補助者と協力して次のことを守り，慎重に

行います。

1．自動車・アユミについて

q 積載重量600o以上の自動車で荷台から機械

がはみ出さない自動車を使用します。

w 自動車は駐車ブレーキをかけエンジンを停止

し，変速をバックに入れタイヤに歯止めをします。

e アユミは自動車の荷台高さの４倍以上の長さ，

機械の重量に合った強度と幅があり，すべり止め，

フック付きのものを使用します。

r アユミは機械の車輪幅に合わせ自動車の荷台

と平行に段差のないようにかけ，横ずれしたり外

れたりしないように，フックを荷台に確実にセッ

トします。

警告 傷害事故防止のために

Bアユミが傾いたりしない平坦で硬い場所を

選び，自動車（トラック等）は駐車ブレー

キをかけ，エンジンを停止し，変速を「後

進」（バック）に入れ，タイヤに歯止めをし

てください。

Bアユミは機械の重量に耐える強度，幅（車

輪が外れない幅），長さ（荷台高さの４倍以

上）があり，すべり止め，フック付きのも

のを使用してください。

Bアユミのフックは段差のないように，また

はずれないように荷台に平行にかけてくだ

さい。

B積込み・積降ろしは補助者立会誘導のもと

に行なってください。また機械の周囲に人

を近づけないでください。

B積込み・積降ろし中は，ブレーキペダルの

操作はしないでください。

B万一積込み途中でエンジンが停止したとき

は，すぐブレーキペダルをいっぱい踏込み，

あらためてエンジンを始動してから行なっ

てください。

B積込み・積降ろし中は，クイックアップレ

バー又はリフト（油圧・植付）レバーの操

作はしないでください。

B積込み・積降ろしする時は，補助者をつけ

補助者の指示に従って行い，補助者は機械

の直前・直後には立たないでください。

B万一，積込み・積降ろし途中で危険回避な

どのために緊急に機械を停止させたいとき

は，ブレーキペダルを素早くいっぱい踏込

んでください。中途半端な踏込みではブレ

ーキがきかなく，転落するおそれがありま

す。

B積込みは《後進》，積降ろしは《前進》で行

なってください。

B積込みが終わったら機械の中央及び後方の

フックにロープをかけ確実に固定し，副変

速レバーを「作業」にし駐車ブレーキをか

けてください。また，燃料コックを「閉」

にしてください。

B中央と後方のフックは他の物のけん引には

使用しないでください。

高
さ

高さの４倍以上
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2．機械の取扱いかた

q 機械を「走行状態」にセットします。（31ペー

ジ参照）

w エンジンコントロールレバーを「中速」にし

て，主変速レバーにて車速調整します。

e 積込みは「後進最低速」で行います。

・主変速位置……後進側

・副変速位置……作業

r 積降ろしは「前進最低速」で行います。

・主変速位置……前進側

・副変速位置……作業

t 積込み後は駐車ブレーキをかけ，エンジンを

停止し主変速レバーは「中立」，副変速レバーは

「作業」位置に入れたままにします。燃料コック

を「閉」にします。ロープで本機の「中央及び後

方フック」を使い確実に固定します。

植付装置は，クイックアップレバーを操作し，ポ

ジションウィンドウを《固定》位置にします。［Ｄ・

Ｈ仕様］（操作方法は16ページを参照）

リフトレバーを《固定》位置にします。［D・Ｈ

仕様以外］

油圧固定レバーを《固定》位置にします。

¡機械を運搬する際，フロートの下に古タイヤ等

のクッションになるものに植付部を降ろす場合

もポジションウィンドウ《固定》［Ｄ・Ｈ仕様］，

リフトレバー《固定》［Ｄ・Ｈ仕様以外］，油圧

固定レバー《固定》位置で運搬してください。

¡輸送時は，スタンドを使用しないでください。

¡植付部にはロープをかけないでください。

取扱いのポイント

中央フック（左右） 後方フック（左右）

ロープ ロープ 古タイヤ
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5．ほ場への出入り

q 副変速レバーを「作業」位置にします。

w エンジンコントロールレバーを「中速」にし，

主変速レバーで車速調整します。

e 高低差が大きいと危険です。アユミを使用し，

登るときは「後進最低速」，降りるときは「前進最

低速」で行います。

r ほ場の出入りは，「あぜに直角」に行います。

斜めに行うと機体が横に傾いて転倒する恐れがあ

ります。

警告 傷害事故防止のために

Bほ場への出入りやあぜ越えは植付部の回転

を止めて行なってください。

B10cｍ以上のあぜ，溝，10度以上の急傾

斜のあるほ場への出入りは，アユミを使用

し「低速」で「直角」に行ってください。

Bほ場への出入り・あぜ越え・アユミの上

で，ブレーキペダルを踏む時は「素早く」

行ってください。また，変速操作をしない

でください。

B急傾斜・溝越えはアユミを使用してくださ

い。

Bあぜがくずれないことを確認してから，ゆっ

くり行なってください。
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2．苗の準備

q 植付け苗

・つぎの育苗を標準とします。

¡育苗方法などは地域により異なることがありま

すので詳しくは，各地域の「指導指針」を参考

にしてください。

¡３葉前後の苗は，移植後の活着が悪くなります

ので避けてください。

稚苗は2.5葉までに，中苗は3.5葉程度で植付け

てください。

w 苗床の水分

植付け苗は，田植の前日にかん水しておきます。

・適切な水分

植付け苗の水分はやや控え目がよく，苗床の底

面を指で押さえて少しくぼむ程度の湿りが最適

です。

・水分が多すぎるとき

苗がすべりすぎて，適切なかき取りができなく

なります。

・乾燥ぎみのとき

かき取りした苗がばらけて植付けるときに浮き

苗が発生しやすくなります。

また，苗のすべりが悪くなり，欠株が発生す

ることがあります。

1．作業まえの準備
ほ場や苗の条件が植付け作業に適していないと，

植付け精度が低下するおそれがあります。以下の

条件を整えて作業に入ります。

1．ほ場の準備

q 耕うん

・耕深は13～15b程度が適当です。

w 施肥・除草

・肥料・除草剤の施用は，地域の指導機関に相談

してください。

e 代かき

・代かきは，田面ができるだけ均平になるように

してください。

r 水の深さ

・田面の水は，「水深１～２B」程度が適切です。

・水が深いと植付け作業のときに，先に植えた隣

接苗を倒すことがあります。

t 田面のかたさ

・指で田面に線を引くと，なめらかに「すじ」が

でき，その跡に徐々に泥が寄る程度が最適です。

¡水利事情で落水することができない場合は，田

植機での植付け速度を遅くし，フロートによる

波が発生しないようにしてください。

3.0～3.5

15～25

30～35

中　　苗稚　　苗

2.0～2.5

18～15

15～20

苗　　令（葉）

苗　　長（b）

育苗日数（日）

苗 す が た

取扱いのポイント

取扱いのポイント

作業のしかた　
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e 苗の準備量

・10アール当たりの標準使用箱数は下表のとおり

です。

（１株本数３～６本植のとき）

［条間30B仕様］

［条間33B仕様］

・播種量＝催芽もみ

r 苗の運搬

・苗をトレーラなどに積んで運搬するとき育苗箱

のままで運搬してください。

・苗床がくずれると植付けができなくなることが

ありますので育苗箱はていねいに取扱ってくだ

さい。

¡苗やほ場の条件により，同じ植付け本数調節で

も使用箱数に増減があります。

¡10アール当たり２箱程度の予備苗を準備してく

ださい。

¡苗床の含水状態が植付け性能に大きく影響しま

すので適切な水分に管理してください。

¡外気温の低い地域では，トレーラなどで運搬する

とき風が苗に直接あたらないようビニールシー

トなどで覆ってください。

¡雨天に田植えをするときは，苗床が湿りすぎな

いようシートで覆ってください。

11b

12b

14b

16b

18b

21b

22b

25b

28b

25箱

23箱

20箱

18箱

16箱

13箱

13箱

12箱

11箱

稚苗

（360cc）株間

中苗

（230cc）

条苗

（160cc）

33箱

30箱

26箱

23箱

20箱

17箱

16箱

15箱

13箱

37箱

34箱

29箱

25箱

22箱

18箱

18箱

16箱

15箱

苗の種類
（播種量）

11b

12b

14b

16b

18b

21b

22b

25b

28b

23箱

22箱

18箱

16箱

14箱

12箱

12箱

11箱

９箱

稚苗

（360cc）株間

中苗

（230cc）

条苗

（160cc）

30箱

28箱

24箱

20箱

18箱

16箱

15箱

13箱

12箱

34箱

32箱

27箱

24箱

21箱

18箱

18箱

16箱

14箱

苗の種類
（播種量）

取扱いのポイント
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t 苗の選定

以下のような苗は植付け精度が低下することがあります。

苗　床

q砂質が多く，くずれやす

い苗床。

w根張りが悪く，くずれや

すい苗床。

r根の張り過ぎた，植付爪

のささりにくい苗床。

y苗床厚（マット厚）が４

b以上の，厚い苗床。

w20b以上の，長い草丈。

w催芽もみで，１箱当たり

150cc以下の，薄播きの苗。

e根張りはよいが，根を切っ

たためにくずれやすい苗

床。

t苗床厚（マット厚）が２

b以下の，薄い苗床。

q８b以下の，短い草丈。

q軟弱徒長

苗。

w播種ムラ

のひどい

苗。

e成育ムラ

やハゲた

部分のあ

る苗。

q催芽もみで，１箱当たり

360cc以上の，厚播きの苗。

草　丈

素　質

播種量
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3．機械の準備（調節）

q 株間の調節

・株間調節は，株間切替レバーおよび株間調節レ

バーで「６段階」に調節できます。

・条間30b［標準車輪］

・条間30b［大径車輪］

・条間33b［大径車輪］

・条間30b［大径車輪］［疎植株間仕様］

・条間33b［大径車輪］［疎植株間仕様］

・［疎植株間仕様］の条間30bで50株または条間

33bで45株での作業をする場合は21bを使用し

ます。ほ場条件によって植付姿勢に影響がある

場合は22bの低速で作業します。

¡株間を切替えるときは，主変速レバーを《Ｎ》

（中立）にして切替えます。このとき，リフトレ

バーは《固定》にしておきます。

¡株間切替レバーおよび株間調節レバーが中途の

位置では，植付部は作動しません。所定の位置

にセットしてください。

w 横送り量の調節

苗の種類（稚苗・中苗・条苗）によって横送り

量を「３段階」に調節できます。

「横送り量調節のしかた」

a 駐車ブレーキをかけます。

s 副変速レバーを《Ｎ》（中立）にします。

d エンジンを始動し，植付部を上げて油圧固定

レバーを《固定》にします。

f 主変速レバーを《前進》にし，クイックレバ

ーを「植付」［Ｄ・Ｈ仕様］，またはリフト（油

圧・植付）レバーを《植付》［Ｄ・Ｈ仕様以外］

にして植付部を作動させ，最終端前で「切」り

ます。（ベルト送り前か送り中になります。）

g エンジンを停止します。

h 植付爪（プランタ）を手で回し，横送り量切

替レバーを押し引きしてガイドを所定の位置に

合わせ（エプロンの下へビークが10～80a出た

所）切替レバーを所定の位置に移動します。

作業のしかた

株間切替レバー（前レバー）

株間調節レバー
（後レバー）

横送り量切替レバー

エプロン ビーク

10～80A

取扱いのポイント
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¡正しい手順で横送り量切替レバーを操作しない

と苗の縦送りタイミングがずれますので上記以

外の手順は行わないでください。

¡ガイドの数値は一行程の植付爪の回転数を示し

ます。（数値が小さいほど，横送り量の幅が広く

なります。）

e 植付け本数の調節

・１株の植付け本数は「３～６本」が標準です。

・苗のせ台を上下にスライドさせてエプロンのセッ

ト位置を変え，かき取量を植付本数調節レバー

で調節します。

・かき取り範囲は「少～多（８～19A）」になって

います。

作業のしかた

・植付け本数が多いとき……

調節レバーを《少い》の方向にスライドします。

・植付け本数が少ないとき……

調節レバーを《多い》の方向にスライドします。

¡植付本数調節レバーをスライドするときは３段

程度多目に作動させてから所定の段数まで返し

てセットします。

¡１箱当たりの播種量（催芽もみ，mR）をめやす

にし，苗の種類にあわせて植付け本数の調節を

してください。

取扱いのポイント

フォークエプロン

ビーク

８
～
19A

25
A

10ａ当たり使用箱数目安表

この表は株間・横送り・掻取り量を任意の位置に設定した時の箱使用数の目安です。１箱当たりの播種量

表と合わせて植付本数を調節してください。 条間30b箱数，（ ）内は条間33b

※出荷時の横送りは20送りにセットされております。

12b 14b 16b 18b 21b 22b 25b 28b

22（21）

26（25）

29（28）

32（30）

35（33）

38（36）

42（40）

45（43）

48（45）

51（48）

19（18）

22（21）

25（24）

27（26）

30（29）

33（31）

36（34）

39（37）

41（39）

44（42）

17（16）

19（18）

22（21）

24（23）

26（25）

29（27）

31（29）

34（32）

36（34）

38（36）

15（14）

17（16）

19（18）

21（20）

23（22）

26（24）

28（26）

30（28）

32（30）

34（32）

13（12）

15（14）

16（15）

18（17）

20（18）

22（20）

24（22）

25（23）

28（26）

29（27）

12（11）

13（12）

15（14）

17（15）

19（17）

20（19）

22（20）

24（22）

26（23）

28（25）

11（10）

12（11）

14（13）

16（14）

17（15）

19（17）

20（18）

22（20）

23（21）

25（22）

10（９）

11（10）

13（12）

14（13）

15（14）

17（15）

18（16）

20（18）

21（19）

22（20）

20（19）

23（22）

26（25）

29（28）

32（30）

34（32）

38（36）

41（39）

43（41）

46（44）

17（16）

20（19）

22（21）

25（24）

27（26）

30（28）

32（30）

35（33）

37（35）

40（38）

15（14）

17（16）

19（18）

22（21）

24（23）

26（25）

28（26）

30（28）

32（30）

35（33）

13（12）

15（14）

17（16）

19（18）

21（20）

23（22）

25（23）

27（25）

29（27）

31（29）

11（10）

13（12）

15（14）

16（15）

18（17）

20（18）

22（20）

23（21）

25（23）

26（24）

10（９）

12（11）

14（12）

15（14）

17（15）

18（17）

20（18）

22（20）

23（21）

25（23）

10（９）

11（10）

12（11）

14（13）

16（14）

17（15）

18（16）

19（17）

21（19）

23（21）

９（８）

10（９）

11（10）

13（12）

14（13）

15（14）

16（15）

18（16）

19（17）

20（18）

15（14）

18（17）

20（19）

22（21）

24（23）

27（26）

29（28）

31（29）

33（31）

36（34）

13（12）

15（14）

17（16）

19（18）

21（20）

23（22）

25（24）

27（26）

29（28）

31（29）

12（11）

13（12）

15（14）

17（16）

18（17）

20（19）

22（21）

23（22）

25（24）

27（26）

10（９）

12（11）

13（12）

15（14）

16（15）

18（17）

19（18）

21（20）

22（21）

24（22）

９（８）

10（９）

11（10）

13（12）

14（13）

15（14）

17（16）

18（17）

19（18）

20（19）

８（７）

９（８）

10（９）

12（11）

13（12）

14（13）

15（14）

17（15）

18（16）

19（17）

８（７）

９（８）

10（９）

11（10）

12（11）

13（12）

14（13）

15（14）

16（15）

18（16）

７（６）

８（７）

９（８）

10（９）

11（10）

12（11）

13（12）

14（13）

15（14）

16（15）

18 18 18 18 18 18 18 1820 20 20 20 20 20 20 2026 26 26 26 26 26 26 26

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

掻取り

横
送
り

株間

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

植付本数調節レバー

取扱いのポイント
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作業のしかた

「１箱当たりの播種量（催芽もみ，ml）」

r 植付け深さの調節

・苗の条件やほ場の条件で多少異なりますが，一

般には植付け深さは「２～３B」になるように

調整します。

・植付深さ調節レバーでフロートのセット位置を

上下して５段階に調節「２～５B」できます。

・調節レバーは，植付部を上昇させて運転席から

操作します。

・長い苗はやや深めに，短い苗は浅めに植付けます。

・浅い植付け…《浅い》の方向に植付深さ調節レ

バーをセットします。

・深い植付け…《深い》の方向に植付深さ調節レ

バーをセットします。

t 苗スライダー（左側スライド式補助苗台）の

使いかた［Ｙ仕様］

a 展開のしかた

s 左右のボルト２本をゆるめ，プレートを回動

させることにより，苗スライダーの先端を上下

調整することができます。

d 農道等から苗補給の際に補助苗台の先端から

供給し，ローラ回転により苗のせ台近くまで苗

をスライドさせます。

f 植付作業時は補給苗台として４箱（左）搭載

できます。

２B（短い苗）～３B（長い苗）

植付深さ調節レバー

360

320

270

220

320

270

220

－

－

220

180

－

20
回
送
り

18
回
送
り

26
回
送
り

植付け本数
の調節ああ

横送り

プレート

取付ボルト 先端下げ状態

プレート

前方へ開く

後方へ開く
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作業のしかた

2．植付け作業のしかた

１．最初の苗ののせかた

q 主変速レバーを《Ｎ》（中立）副変速レバーを

《Ｎ》（中立）にして，エンジンを始動します。

w 植付部を地面より30b位に上げてから油圧固

定レバーを《固定》にします。

e 主変速レバーを《前進》にし，植付スイッチ

を《入》にして，クイックアップレバーを《植

付》［Ｄ・Ｈ仕様］またはリフト（油圧・植付）

レバーを《植付》［Ｄ・Ｈ仕様以外］にします。

r 苗のせ台を右端，又は左端に移動させます。

t 苗のせ台が端まできて，苗送りゴムベルトが

回る前にクイックアップレバーを《植付切》［Ｄ・

Ｈ仕様］またはリフト（油圧・植付）レバーを《固

定》［Ｄ・Ｈ仕様以外］にし，植付部を停止させます。

y スクレーパを育苗箱と苗の間へ差込んで，苗

をすくい出します。

u 苗を苗のせ台にのせます。

i 油圧固定レバーを《解除》にします。

¡根張りが悪くて苗床のくずれ易い苗や軟弱苗は

スクレーパを使用します。使用しない場合，苗

床がくずれたり損傷苗が多く発生し植付けが悪

くなることがあります。

¡苗床がエプロン先端に当たるように確実に苗を

セットします。

また苗床が苗のせ台左右枠からはみ出さないよ

うに苗のせ台にセットしてください。

¡苗は苗のせ台上方を越えないようにセットして

ください。

¡スクレーパは補助苗のせ台裏側の「苗スクレー

パ入れ」に格納しておきます。

¡苗床の厚さに応じて「苗おさえ」を上下に調節

します。

¡苗の草丈に応じて「苗ささえ板（苗ホルダ）」

を上下に調節します。

¡苗床が乾きすぎているものは，水をかけて湿ら

せてください。

¡苗を乱暴に取扱って葉を乱すと切れ苗，折れ苗

等の損傷苗が多くなります。

警告 傷害事故防止のために

B植付爪などに異物がかみ込んだ場合には，

エンジンを停止し，各部の動きが止まって

から取除いてください。エンジンを止めな

いと植付爪が一時的に回転します。

B作業中は，作業者以外の人を機械に近づけ

ないでください。

B運転中は回転部や作動部，マフラなどには

手を触れないようにしてください。

B後進するときは，リフト（油圧・植付）レバー

［Ｄ・Ｈ仕様以外］を《固定》にしてください。

B夜間作業は行わないでください。

取扱いのポイント

苗

苗箱スクレーパ

苗のせ台

苗床 苗おさえ

苗ささえ板
（苗ホルダ）

エプロン

ゴムベルト
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作業のしかた

g 植付スイッチを《入》位置にします。

h 油圧感度切替を「標準」位置にセットします。

¡植付け始めて，少し進んだら植付け作業を停止し，

植付け深さ・植付け本数・フロートの沈下状態

を調べ適正な植付け状態になるよう調整します。

¡１箱の苗で植付けられる距離は株間寸法・かき

取り量およびほ場の条件により異なりますが，

「稚苗で190C・中苗で120C」が標準です。

¡変形したほ場での植付け手順は，長い辺に沿っ

て植付け，できるだけ手植えが少なくなるよう

に植付け手順を決めてください。

2．ほ場進入と機械のセット

・植付けのしかたはほ場の大きさや形状により異

なりますので，作業のまえにどのような手順で

植付けるかを決めて，効率のよい植付け作業を

行なってください。

q 能率よく田植え作業ができるように，ほ場の

両端に苗を配置しておきます。

w あぜぎわのまっすぐな長い方向から植付けを

行うように，植付け方向に向かって田植機を真っ

直ぐに停止します。

e 機械を「植付作業状態」にセットします。

「植付状態」………６個所を調節します。

a 左右の線引マーカを格納「フック」より外し

ます。

s 左右のエプロンガードを広げ，エプロン両端

の折タタミを「延ばし」ます。

d トレースマーカを隣接苗に沿うように作業者

の目線に合わせて「広げ」ます。

f センタポールを「起こし」ます。

植付始め
苗

取扱いのポイント

fセンターポール（起こす）

dトレースマーカ（広げる）

sエプロン両端
（延ばす）

a線引マーカ
（フックより外す）

h油圧感度切替ダイヤル

g植付スイッチ
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作業のしかた

3．植付け作業の進めかた

q エンジンを始動し，植付スイッチを《入》に

し，エンジンコントロールレバーを「中速」にし

ます。

w ブレーキペダルを踏んで副変速レバーを《作

業》位置に入れ，主変速レバーを《Ｎ》（中立）

にします。

e クイックアップレバーを操作して《植付入》

にします。［Ｄ・Ｈ仕様］

リフト（油圧・植付）レバーを《植付》の位置に

します。［Ｄ・Ｈ仕様以外］

r 次の植付け行程側に，マーカを出します。

t 主変速レバーを徐々に「前進」側にすると，

田植機は苗を植付けながら進行します。

・主変速レバーでほ場条件に適した速度にします。

¡主変速レバー「高速」での疎植株間の植付作業

は，苗の植付姿勢が乱れますので，疎植作業領

域内で行なってください。（12ページ参照）

w主変速レバー

［Ｄ・H仕様］以外 リフトレバー

4．クイックアップレバーの使いかた［Ｄ・Ｈ仕様］

a植付スイッチが《切》位置ではクイックアップ

レバーは植付部を「昇降」できます

s植付スイッチを《入》位置にすると，植付部の

昇降及び植付クラッチの断続及び線引マーカの

切替えがクイックアップレバーの「ワンタッチ

操作」でできます。

（旋回前）

・クイックアップレバーを「上へワンタッチ」す

ると，植付各部の作動が「停止」し，もう一度

操作すると植付部が「上昇」します。

・植付部が上昇すると，線引マーカは自動的に

収納されます。

（旋回後）

・クイックアップレバーを「下へワンタッチ」す

ると，植付部が「下降」し，もう一度操作する

と植付各部が「作動」を開始します。

・植付部が下降すると，反対側の線引マーカが自

動的に「出」ます。

¡線引マーカは植付部が「上昇・下降」しただけ

では切替りません。クイックアップレバーを

《植付入》にして上昇した時のみ線引マーカが

切替ります。

¡植付スイッチが《切》位置の時は，クイックア

ップレバーを少し長めに押し（引き）してくだ

さい。

クイックアップレバー

w副変速レバー

qエンジンコントロール
レバー

wブレーキペダル

eクイックアップ
レバー

取扱いのポイント

取扱いのポイント
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作業のしかた

（マーカの切替え）

・クイックアップレバーを手前に「引く」と線引

マーカが「右」にセットできます。

・クイックアップレバーを前方に「押す」と線引　

マーカが「左」にセットできます。

5．油圧感度切替の使いかた

植付部は，ほ場表面の凹凸に合わせて上下動し

ます。

上下動の感度は，ほ場表面の「やわらかさ」の

状態に合わせて切替えます。

［油圧感度切替ダイヤル］

q 油圧感度切替の操作

a 最初はダイヤルを《標準》位置にして作業を

始めます。

s ほ場条件により油圧感度切替ダイヤルを切替え

ます。

ほ場の状況 ダイヤル操作

・やわらかいほ場
フロートで泥を押し

たり，フロート跡が

深い場合

・かたいほ場
フロートでほ場の凹

凸を十分ならさない

場合

・《軟》の方向へ回しま
す。

・《硬》の方向へ回しま
す。

（

（

）

）

¡苗補給時等で機械を止めたときに，ひとりでに

植付部が上下運動を繰り返すことがありますが，

これは植付け作業時には止まります。

¡ほ場面に大きなかたまり等があると，植付部が

浮き上がることがありますので耕うん，代かき

時には，できるだけ田面をならしてください。

¡油圧感度の切替と主変速レバー位置の選択は，

ほ場条件，植付け場所によって次のように使い

分けます。

・やわらかいほ場で油圧感度切替が《軟》の位

置でも泥の波が発生するような場合には，主

変速レバーを「中速」程度で確実な植付け作

業を行います。

・枕地植付けも主変速レバーを「中速」程度で

確実な植付け作業を行います。

¡油圧感度の切替を行なった場合は，植付け深さ

が変わることがありますので確認します。

・油圧感度切替を《軟》から《硬》の方向に切

替えた時は植付け深さが「深く」なり，

《硬》から《軟》方向に回した時は植付け深さ

が「浅く」なることがあります。

取扱いのポイント
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作業のしかた

w 超軟弱ほ場の調節

油圧感度の調節位置が《軟》でも，フロートが

沈下して植付けが乱れる時はセンターフロートの

感知ロッドAの下方のセットピンを「上穴」に差

し替えます。（工場出荷時は中穴）

・上記調節でも，フロートが沈下する場合は，ス

プリングを上穴に掛け替えます。

e超硬ほ場の調節

油圧感度の調節位置が《硬》でも，フロートが

田面の凹凸を十分ならさない場合は，センターフ

ロートの感知ロッドAの下方のセットピンを「下

穴」に 差し替えます。（左図参照）

感知ロッドA

↑

スプリング

上穴

↑

《硬》

《標準》

《軟》



47

作業のしかた

6．水平自動装置（傾斜ダイヤル）の使いかた

q 水平自動装置

・ほ場の耕盤の凹凸やあぜぎわ・枕地などの機体

が傾く場所でも，植付部は絶えず「水平」に保

つ自動装置を装備しています。

・植付部を下げると，水平自動モニタが点灯し，

水平自動装置が「作動状態」になります。

・［Ｄ・Ｈ仕様以外］は，リフト（油圧・植付）レバ

ーが《固定》位置では水平自動装置は作動しま

せん。

¡水平自動モニタが点灯しても作動しない場合や

点滅した場合は，水平自動機構に異常が発生し

ていますので「お買いあげ先」にご相談くださ

い。

w 傾斜装置

・ほ場の田面の大きな凹凸やあぜぎわの傾斜など

で植付部を傾斜させたい時は，その度合に応じ

て植付部を傾斜させる装置を装備しています。

「傾斜ダイヤル」

・通常作業時は傾斜ダイヤルを《水平》位置にセッ

トしておきます。

・田面の凹凸により，植付作業中，左右どちらか

が浮き気味の時は，傾斜ダイヤルで微調整しま

す。

・《水平》……植付部は常に水平となるよう自動

的にコントロールされます。

・《左下》……常に左下がりで保たれます。

・《右下》……常に右下がりで保たれます。

取扱いのポイント

植付部
植付部

カバー

田面水平

傾斜田面

傾斜ダイヤル

座席シート
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作業のしかた

7．旋回のしかた

・枕地は１往復植えられる幅を残して旋回します。

q 主変速レバーを低速側に変速して，リフト

（油圧・植付）レバーを《上る》にし（［Ｄ・Ｈ仕

様］はクイックアップレバーを上へ２度操作し），

ハンドルを操作しながら旋回します。

w 旋回が完了したら，線引マーカ跡にセンタポー

ルをあわせる（又は，隣接苗にトレスマーカをあ

わせる）ようにすると均等な隣接条間となります。

e 旋回後，リフト（油圧・植付）レバーを《植

付》にし（［Ｄ・Ｈ仕様］はクイックアップレバー

を下へ２度操作し），適当な植付け速度までエンジ

ン回転を上げ，主変速レバーを高速側に変速しま

す。

¡［Ｄ・Ｈ仕様］はクイックアップレバーのタッ

チ操作で植付クラッチの「入・切」，植付部の

「昇降」ができます。

¡線引マーカは，植付クラッチが「入」っている

時植付部の昇降に合わせ自動的に左右交互に出

し入れします。

取扱いのポイント

8．苗の補給

q 苗のせ台の苗が減って苗警報スイッチ以下に

なると，「苗補給モニタ」が点灯し，同時に警報ブ

ザーが鳴りますので警報停止スイッチを押し，警

報ブザーを停止します。

（ランプは点灯したままです。）

w 主変速レバーを《Ｎ》（中立）にし，走行と植

付けを「同時に停止」します。

e ブレーキフックを踏み，駐車ブレーキをかけ

ます。

r 苗のせ台に苗を補給します。

（残り苗と補給苗の境目がぴったりあうようにして

ください。）

補給苗モニタが消えたことを確認します。

警告 傷害事故防止のために

B植付爪の付近の苗をなおしたり苗おさえを

調節するときは，エンジンを停止し各部の

動きが止まってから行なってください。

B足掛けステップ及び，ステップが濡れている

場合の乗降りは，滑る恐れがあります。

くつ底の泥を落とし，足元を確認して慎重

に乗降りしてください。

線引マーカ

トレスマーカ

枕地

１往復分

あ
ぜ

５条型　3.0～3.3C
６条型　3.6～3.9C（ ）

苗警報スイッチ



49

t 主変速レバーを徐々に「高速側」にし，植付

作業を開始します。

¡苗補給をするときには，主変速レバーを《Ｎ》

（中立）にして停止すると，走行・植付けが同時に

停止し苗補給をすると，作業を開始する場合に

植付けがとぎれることなくできます。

¡苗補給のとき，苗が完全になくなったときや，

残っている苗が変形したりくずれているときは

苗を取除き，最初に苗のせをするときの要領で

苗のせ台を端に移動してから苗をのせてくださ

い。

¡苗を補給するときは各条共できるだけ同量にな

るように補給してください。

9．植付け終わりの調整

最終行程まで機械で植付けるために，その前行

程で「条止め」して調整します。

条止めレバーの１本を《停止》にすると，２条

の植付爪の作動が止まり，植付けを停止します。

・［５条型］は，中央は１条の植付爪の作動が止

まり，植付けを停止します。

・端の１条を調整する時は，苗ストッパとの組合　

わせで使用します。

作業のしかた

［６条型］

「調整例…残り９条の場合」

q ９条分を前行程で３条だけ植付けし，後行程

で６条を植付けします。

w 前行程で３条植える場合，あぜ側の条止めレ

バー（１本）を《停止》と１条の苗ストッパを倒

し，あぜから７・８・９条目だけ植付けます。

e 最後に残り６条を植付けます。

¡施肥装置を装着している機械は条止めレバーの

操作に合わせて，施肥切替レバーを操作します。

¡条止めレバーを操作する時は，主変速レバーは

《中速》で行なってください。

３条苗ストップ

３条植付け

残り９条

あ
ぜ

取扱いのポイント

条止めレバー

苗ストッパ

取扱いのポイント
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［５条型］

「調整例…残り８条の場合」

q ８条分を前行程で３条だけ植付けし，後行程

で５条を植付けします。

w 前行程で３条植える場合は，あぜ側の条止め

レバー（１本）を《停止》にして植付けます。

e 最後に残り５条を植付けます。

10．残り苗の取出し

作業終了時や，植付け途中で苗のせ台にある苗

を取出す時は，苗おさえの上方のフック部を外し

て回動し，残り苗を取出します。

作業のしかた

11．トルクリミッタについて

q 植付け作業中，植付部が止まり，カチッカチッ

と高い音がしたらトルクリミッタ（安全装置）が

働いています。

w トルクリミッタが働いたら，すみやかにブレ

ーキペダルを踏込み，主変速，副変速レバーを

《Ｎ》（中立）にし，エンジンを停止し各部の動き

が止まってから，植付爪にかみ込んだ異物を取除

きます。

e かみ込んだ異物を取除いたら，エンジンを始

動するまえに植付爪が軽く回動するか，エプロン

に当たらないか，植付爪が曲がったり破損してい

ないかを確認してから植付けを再開してください。

¡トルクリミッタが作動して，カチッカチッと音

がする状態で使用しつづけると植付爪が破損し

たり，トルクリミッタが誤作動することがあり

ます。

傷害事故防止のために

B植付爪などにかみ込んだ異物を取除く時

は，植付クラッチを切りエンジンを停止し

て各部の回転が止まってから行なってくだ

さい。

エンジンを停止しないで行うと植付爪が一

時的に回転します。

警告 

取扱いのポイント

フック部

３条植付け

２条苗ストップ

残り８条分

あ
ぜ

苗おさえ
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警告 傷害事故防止のために

B点検・整備・掃除する時は平坦な場所に機

械を置いて，駐車ブレーキをかけエンジンを

停止して各部の回転が止まってから行なっ

てください。

B植付部を上げて行う時は油圧を固定にし，

植付部が降りないことを確認し，植付部の

下に固定脚を置いてください。

B屋内でのエンジン始動は窓や戸を開けて換

気をしてください。

B取外したカバー類は全て取付けてからエン

ジンを始動してください。

1．定期点検整備
・正常な機能を発揮し，いつでも安全な状態であ

るように「定期点検整備表」に従って定期的に

点検し，必要により掃除・調整・整備を行いま

す。

「定期点検整備表」（点検・補給○，調整・掃除◎，交換●）

エ

ン

ジ

ン

部

補給・交換

掃除

２シーズン毎交換

補給・掃除　

掃除・スキマ調整

掃除

補修

接続

補充・充電

エンジンオイル

燃料ホースの劣化ともれ

点火プラグ

エアクリーナエレメント

配線の損傷

配線接続部の外れ

点 検 項 目 シーズン前 運転前
シーズン後

（格納時）

３シーズン
または
150時間後

参照

ページ
整 備 内 容

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

◎

●

○

◎

○

●

54

59

60

54，68

59

59

61

61

60，61

分

類

電

装

部

燃料タンク，気化器の燃
料

燃料ストレーナ

バッテリの液量，残存容
量

手入れのしかた　　　
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手入れのしかた　

交換

掃除

交換

補給・交換

ベルト張り調整

調整

調整

調整

給脂

注油

交換

点検・補給

点検・補給

注油

調整・交換

注油

増締

注油

トランスミッションオイル

油圧オイルフィルタ

HSTオイルフィルタ

リヤアクスルオイル

走行，油圧ベルト

ブレーキペダル

空気入りタイヤの空気圧

フロントアクスル

注油個所

プランタケースオイル

横送りケースオイル

プランタアーム

フロート支点部

ビーク，フォークの摩耗

注油個所

○

○

○

○

◎

○

○

◎

○

●あああ

◎あああ

●あああ

◎

○

○

◎

◎

○

◎

●

◎

●

●

●

◎

●

○

●

55

55

55

56

63

64

－

62

57

58

56

56

57

58

66

58

66

－

走

行

部

植

付

部

ステアリング作動部，
車輪取付部のガタ，緩み

プランタアーム部ネジの
緩み

さ び や す い 個 所

初回（ ）のみ
ミッションあ（ ）オイル交換時

点 検 項 目 シーズン前 運転前
シーズン後

（格納時）

３シーズン
または
150時間後

参照

ページ
整 備 内 容

分

類

「定期点検整備表」（点検○，調整・掃除◎，交換●）

初回のみ（ ）50時間

取扱いのポイント

¡機械または部品等を廃棄するときは，「お買いあげ先」にご相談ください。

¡使用済み廃棄物の処理について

廃棄物をみだりに捨てたり，焼却すると，環境汚染につながり，法令により処罰されることがあります。

廃棄物を処理するときは，

a機械から廃液を抜く場合は，容器に受けてください。

s地面へのたれ流しや河川，湖沼，海洋への投棄はしないでください。

d廃油，燃料，冷却水（不凍液），冷媒，溶剤，フィルタ，バッテリ，ゴム類，その他の有害物を廃棄，

又は焼却するときは，「お買いあげ先」又は「産業廃棄物処理業者」等に相談して，所定の規則に従っ

て処理してください。
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手入れのしかた　

・リチウムグリスはJIS1種０号，グリスはJIS1種２号カップグリスを使用する。

2．給油・注油のしかた
・工場出荷時は各給油・注油・給脂個所にオイル

グリスが入っています。

・オイルの点検・交換は，「運転まえの点検表」（25

ページ）及び「定期点検整備表」（51～52ページ）

に従って行います。

・オイルの点検・交換は機械を平坦な場所に駐車

して行います。

¡各給油個所には指定オイルを規定量給油してく

ださい。

¡廃油など汚れたオイルを注油すると，故障の原

因となりますので使用しないでください。

¡オイル等の油脂類を交換して廃却する時は，「お

買いあげ先」にご相談ください。

「給油・注油・給脂表」

取扱いのポイント

警告 

警告 

ヤケドや火災防止のために

傷害事故防止のために

B燃料補給時は火気を近づけないでください。

Bエンジン回転中やエンジンが熱い時は給油・

注油しないでください。

B損傷や劣化した燃料ホースは交換してくだ

さい。燃料もれがあると火災の原因となり

ます。

Bこぼれた燃料はきれいにふきとってくださ

い。

B給油・注油・点検する時は，機械を平坦な

場所に置き，エンジンを停止し，各部の動

きが止まってから行なってください。

B回転部に「油差し」で注油する時はエンジ

ンを停止してから行なってください。

B回転部・摺動部から異音が発生する時はエ

ンジンを停止し，各部の動きが止まってか

ら注油してください。

q

w

e

r

t

y

u

i

o

!0

,

燃料タンク

エンジンクランクケース

トランスミッションケース

リヤアクスルケース

横送りケース

プランタケース

ロータリケース

プランタアーム

スクリューシャフト

注油指定個所

個　　所

無鉛ガソリン　

エンジンオイル

ギヤオイル

ギヤオイル

ギヤオイル

ギヤオイル

リチウムグリス

リチウムグリス

リチウムグリス

エンジンオイル

－

SD級以上

GL－4級以上

GL－4級以上

GL－4級以上

GL－4級以上

－

－

－

SC級以上

－

10W－30

80W

80W

80W

80W

－

－

－

10W－30

1

1

1

1

1

3

1

各部

9.0

1.0

10.7

5.6

0.2

各0.35

各80n
各30n
適量

適量

種　類
種　類

API
サービス分類

SAE
精度番号

個所数
容　量
（Ｌ）

備　考

５［５条型］
６［６条型］
10［５条型］
12［６条型］

q r

e

w

i

t

y

u

o
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1．燃料の給油

q 点検……スタータスイッチを《入》にして，

モニタパネルの燃料モニタで燃料の

残量を確認します。

w 給油……燃料キャップを外して給油口より補

給します

・燃料……………無鉛ガソリン

・タンク容量……9.0Ｌ

¡燃料はフィルタを通してゴミや水が混入しない

ように給油します。

¡燃料を補給する時は，給油口より確認しながら

行なってください。燃料モニタで確認すると遅

れてあふれることがあります。

2．エンジンオイルの点検・交換

q 点検……給油栓を外しオイルゲージ面をキレ

イにふき取ってから差込みます。

・ゲージの上限と下限の間に油面があるか確認し

ます。

w 交換……排油栓を外し，オイルを抜きます。

オイルが完全に抜けたら，排油栓を

確実に締め，新しいオイルをオイル

ゲージの「上限」まで給油します。

・オイル……　純正油 又は，

ガソリンエンジン用オイル

API・SD級以上，SAE・10W―30

・オイル量…1.0Ｌ

手入れのしかた　

取扱いのポイント

給油栓

排油栓
給油栓

（検油ゲージ）

上限下限 給油栓
（オイルゲージ）

オイル面



55

3．トランスミッションケースのオイル点検・交換（油圧
オイルフィルタの掃除）

q 点検……スタンドが着地するまで植付部を下

げます。トランスミッションケース

下部右側（右前輪の横）の検油栓を

外し油量が口元まであるか調べます。

・油量が不足している場合は，給油栓より給油し

ます。

w 交換……トランスミッションケース下部の排

油栓を外し，オイルを抜取ります。

・給油する時は，スタンドが着地するまで植付部

を下げた状態で，検油栓まで給油します。

・ギヤオイル……　純正油 又は

API・GL－４級以上

SAE・80W

・オイル量

・分解整備時………10.7Ｌ

・トランスミッションに排油栓のみで排

油した場合………8.4Ｌ

手入れのしかた　

e 油圧オイルフィルタの掃除

・トランスミッションケースのオイルを交換する

時は，ケース下部の前方にある油圧オイルフィ

ルタを外し，軽油で洗浄します。

4．HSTオイルフィルタの交換

q 交換

HSTオイルフィルタは「カートリッジタイプ」

ですのでお買い上げのうえ交換します。（83ペー

ジ参照）

・１回目……50時間運転後に交換します。

・２回目より……100時間運転ごとに交換します。

a パネルリヤカバー下のHSTオイルフィルタを

外すときに手でゆるまない場合には，専用工具

（市販品）を使用して，外します。

s HSTオイルフィルタを交換した時は，オイル

フィルタの容量分オイルが多く入るので５分間運

転してエンジンを停止し，５分以上たってから検

油栓で確認し不足している場合には補給します。

¡HSTオイルフィルタを取付ける時はパッキン面

にオイルを塗り，HSTオイルフィルタを手で締

め，パッキンがシール面に接触してから約2/3

回転締付けて下さい。

排油栓
検油栓

キャップ

給油栓

油圧オイルフィルタ

HSTオイルフィルタ

取扱いのポイント
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6．横送りケースのオイル交換

q 交換……横送りケース下部の排油栓を外し，

オイルを抜きます。

・給油は油量を計り，給油栓より給油します。

・ギヤオイル……　純正油 または

API・GL－４級以上

SAE・80W

・オイル量………0.2Ｌ

7．プランタケースのオイル交換

q 交換……各プランタケースの排油栓を外して

オイルを抜きます。

・給油は油量を計り，給油栓より給油します。

・ギヤオイル……　純正油 または

API・GL－４級以上

SAE・80W

・オイル量………各0.35Ｌ

３個所

手入れのしかた　

5．リヤアクスルのオイル交換

q 交換……左右のリヤアクスルケース下部の排

油栓を外し，オイルを抜きます。

・給油は油量を計り，給油栓より給油します。

・ギヤオイル……　純正油 または

API・GL－４級以上

SAE・80W

・オイル量………5.6Ｌ

検油栓

給油栓

排油栓

給油栓

給油栓

排油栓

排油栓（裏側）

横送りケース
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8．ロータリケースのグリス交換

・ロータリケースを分解した時にグリスを交換し

ます。

・リチウムグリス……JIS１種０号

・容量……各80N

５個所［５条型］

６個所［６条型］

9．プランタアームのグリス交換

・プランタアームを分解した時にグリスを交換し

ます。

・リチウムグリス……JIS１種０号

・容量……各30N

10個所［５条型］

12個所［６条型］

・またはプランタアームの給油栓よりエンジンオ

イルを補給します。

・エンジンオイル……　純正油　又はAPI・

SC級以上SAE・10W－30

・オイル量……適量

10個所［５条型］

12個所［６条型］

10．給脂指定個所

グリスニップルよりグリスを適量給脂します。

q スクリューシャフト（１個所）

手入れのしかた　

ロータリケース

プランタアーム給油栓

ブーツ（スクリューシャフト）

グリスニップル
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手入れのしかた　

・指定個所以外の回転部，摺動部にも注油します。

11．注油指定個所

・エンジンオイルを適量注油します。

スライドピース部

フロート支点部

植付クラッチ支点部

油圧感度リンク部

油圧リフタ支点部

縦送りラチェット部
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手入れのしかた　

3．各部の点検と掃除のしかた

1．エアクリーナの掃除

・エアクリーナエレメントを汚れたままで使用する

と，エンジンの内部損耗や出力低下をまねきます。

・エレメントが目詰まりをすると始動困難となる

ので，エレメントを白灯油で洗浄し，混合油（白

灯油２～４：エンジンオイル１）に浸して点滴

しない程度によく振り切ってから組込みます。

2．燃料ストレーナの掃除と燃料フィルタの点検

q 燃料ストレーナの掃除

ストレーナカップに水やゴミ等がたまっていな

いか点検します。

燃料コックを《ＯＦＦ》（閉）にし，ストレーナ

カップを外して，ガソリンできれいに洗浄し組付

けます。

3．点火プラグの点検と掃除

q ボンネットを開き，点火プラグコードを外して

付属のボックススパナで点火プラグを取外します。

w 点火プラグについているカーボンを取除き，電

極スキマが「0.7A」になるように点検調整します。

e 電極部が損耗または破損しているときは，新

しい点火プラグと交換します。

r 点火プラグを取付け後，プラグキャップを確

実に差込みます。

・使用点火プラグ

NGK－BPR5ES又は相当品

警告 傷害事故防止のために

B各部の点検，掃除をする時は，エンジンを停

止し回転が止まってから行なってください。

Bプラグキャップや高圧コードに触れている

ときにエンジンを始動しないでください。

「感電」することがあります。

0.7A

燃料ストレーナ
フィルタ

燃料コック ストレーナカップ

点火プラグ

《Ｏ》
開

《Ｃ》
閉

《Ｃ》
閉

ボディ カバー

エレメント

エアクリーナ
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5．バッテリの点検と充電

q 点検

a 残存容量の確認

・２週間以上運転しないとセル始動が困難になる

ことがありますので補充電します。

・正確な残存容量は「比重測定」や「テスタ」で

行います。

s バッテリ液量は液面がレベルラインの上限・

下限の間にあるか確認します。

減っていればバッテリ補充液の《UPPER LEVEL》

まで注水補給します。

d バッテリ端子が「腐食」していると，電流が

流れなくなりますので，「腐食」や汚れをサンド

ペーパーやブラシで取除きます。

手入れのしかた　

¡プラグキャップを外したままでエンジンを始動

しないでください。

¡点火プラグをエンジン側にアースしないでエン

ジンを始動しないでください。エンジンの電気

回路の故障になります。点検する際はボディアー

スをして行なってください。

¡点火プラグの電極スキマを調整してもエンジン

が始動しない時（スパークしない時）は新しい

点火プラグと交換してください。

4．燃料ホースの点検

燃料ホースの老化や傷による燃料もれがないか，

またクランプがゆるんでいないか点検します。

¡燃料ホースは，定期交換部品ですので２年ごと

に交換してください。

¡オーバーフロー受皿の排出パイプ穴が泥・ゴミ

などで詰まらないよう掃除をします。

取扱いのポイント

取扱いのポイント

危険 ヤケド，火災，傷害事故防止のために

Bバッテリを取外して充電する時「水素ガス」

が滞留しないよう風通しのよい場所で充電

をしてください。

B引火性の高い「水素ガス」を多量に発生し

「引火爆発」を起こすことがあります。「火

気」を近づけたり，「スパーク」による電気

火花が発生しないようにしてください。

Bバッテリ液は，希硫酸で劇毒物ですのでこ

ぼさないようにしてください。バッテリ液

で失明やヤケドをすることがあります。

Bバッテリ液が，目，皮ふ，衣服，物につい

た時は，すぐに多量の水で洗い，飲み込ん

だ時はすぐに多量の飲料水を飲んでくださ

い。目に入った時や飲み込んだ時は医師の

診断を受けてください。

液口栓

このレベルまで
バッテリ補充液を注入します。

燃料ホース
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w 充電

a スタータスイッチを「切」にし，機械からバッ

テリを取外します。

s 風通しの良い場所で充電をします。

d 急速充電はできるだけさけて，普通充電で行

います。

f バッテリの「液口栓」をすべて取外します。

g 充電器のスイッチを「切」にしてクリップを

バッテリ端子に◯＋◯－を正しく取付けます。

h ３アンペア程度の充電器で８～10時間で充電

できます。

e ブースタケーブルの使いかた

バッテリが放電し，エンジンが始動できないと

き，他車（12Ｖ仕様車）の良好なバッテリを電源

として始動するため，ブースタケーブルを使用し

ます。このときは次の手順を守って行ないます。

a ブースタケーブルの接続のしかた

・正常車のエンジンを停止して，図のq～rの順

序でブースタケーブルを接続します。

・放電バッテリ搭載車のエンジンを始動します。

エンジンがかかりにくい時は正常車のエンジン

をスタートさせてから，放電バッテリ搭載車の

エンジンをスタートさせます。

s ブースタケーブルの取外しかた

エンジン始動後のブースタケーブルの取外し

は，接続の場合と逆の順序で行ないます。

¡ブースタケーブルを使用して始動したときは，

ブースタケーブルを接続したままスロットル中

速以上で10分程度アイドリングをしてから運転

を開始してください。（アイドリング中はレバー

等の操作はしないでください）

¡10分程度でエンジンを停止すると再始動しない

場合がありますので，30分間の連続運転（補充

電）はしてください。

r 交換

バッテリを交換する時は指定のものを使います。

手入れのしかた　

○＋端子
（赤色）

○－端子
（黒色）

液口栓

指定バッテリ……28A19R
または相当品

取扱いのポイント

放電バッテリ搭載車

e

w

r

q
エンジン

正しい接続のしかた黒

赤

正
常
車
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手入れのしかた　

7．空気入りタイヤの点検

・タイヤにキレツ等損傷がないか点検します。

損傷のひどい場合は，タイヤを交換します。

・タイヤの空気圧を調整します。

空気圧（後輪）

6．電気配線の点検

q 点検…配線端子部の「緩み」や「接続不良」ま

たは配線が「損傷」していると電気部

品の性能を損なうだけでなく，「ショー

ト（短絡）」等することがあります。

傷んだ配線は，「お買いあげ先」交換，

修理します。

w 掃除…エンジンおよびバッテリ，周囲電気配

線部にたまっている「ワラやゴミ」な

どは「火災」の原因になりますので取

除きます。

警告 傷害事故防止のために

Bタイヤの空気圧を守ってください。空気を

入れすぎる（空気圧が高すぎる）と，タイ

ヤが破損し，死傷事故につながることがあ

ります。

Bタイヤに傷があり，その傷がコード（糸）

に達している場合は，タイヤが破損するお

それがありますので，使用しないでくださ

い。

Bタイヤ・チューブ・リム等の交換・修理は

「お買いあげ先」に相談してください。

タイヤサイズ

920×180／60－29－4PR

空気圧kPa（of／f）

325（3.25）

ヤケドや火災防止のために

B電気配線の点検時には，スタータスイッチ

を「切」にし，バッテリコードのアース側

◯－端子を外してください。

Bワイヤハーネス，バッテリコードの損傷が

ないか点検してください。損傷していると，

ショートや漏電または焼損などで火災や損

傷の原因となりますので交換してください。

Bエンジン，バッテリ，電気配線回りのワラ

クズ等を取除いてください。火災の原因に

なることがあります。

警告 
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手入れのしかた　

2．油圧ベルトの点検・調整

q 点検……リフト（油圧・植付）レバーを《上

昇》位置にすると植付部が上昇しま

すか。

w 調整……ボンネットを取外し，油圧ベルトの

テンションプーリのスプリングをア

ジャスタで張ります。調整後，ボン

ネットを取付けます。

R＝　96～100A

3．セーフティスイッチの点検・調整

q 点検……リヤステップを取外します。左前輪

奥のストッパゴムの取付寸法は　Ａ

=19A になっていますか。

w 調整……ストッパゴムのナットをゆるめて調

整後，リヤステップを取付けます。

Ａ=19mm

ナット

セーフティスイッチ

4．各部の点検と調整のしかた

1．走行ベルトの点検・調整

q 点検……走行中エンジンの回転に比べて車輪

の回転が遅い，または回転しないこ

とはありませんか。

w 調整……ボンネットを取外し，走行ベルトの

テンションプーリのスプリングをア

ジャスタのナット位置を調整して張

り，ロックします。

調整後はボンネットを取付けます。

R＝　96～100A

アジャスタ

走行ベルト

テンションスプリング

R＝96～100A

走行ベルト

テンションスプリング

アジャスタ

油圧プーリ

エンジンプーリ

R＝96～100A

油圧ベルト

テンションスプリング

ストッパゴム
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s ブレーキペダルがフリーの状態

でＢ部の遊びが　B=5A となる

ようロッドＡのアジャスタで調整し

ます。

手入れのしかた　

4．ブレーキペダルの点検・調整

q 点検……ブレーキペダルの遊びがペダル先端

で　A=10～20a になっています

か。

w 調整……a A=10～20a になるようにロッド

Ｂのロックナットで調節します。

ロッドＢ

Ｂ＝5A

ロッドＡ

Ｂ

ブレーキペダル

アジャスタ

Ａ＝10～20A

ロックナット

ブレーキペダル
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5．植付クラッチの点検・調整

q 点検……クイックアップレバーまたはリフト

（油圧・植付）レバーを《植付入》位

置にすると植付部が作動しますか。

また《植付切》または《下降》位置に

すると，植付部の作動が停止しますか。

w 調整……植付クラッチが完全に切れない時

は，B寸法（植付《入》時，油圧カ

ムとベアリングの間）0～1mmであ

ることを確認した上で，A寸法が短

くなるようにナット部を締込み調整

します。

（調整時はエンジンを停止し，油圧固

定レバーを《固定》位置にします。）

手入れのしかた　

ロッド調整部

ナット

油圧カム

ロッド

クラッチレバー

油圧カム

A

ナット

B寸法
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d クイックアップレバーを操作して《植付》位

置にします。（ポジションウインドウ「緑色」）／

［Ｄ・Ｈ仕様以外］はリフト（油圧・植付）レバ

ーを《植付》位置にします。

f プランタを手で回します。

「ビークの点検・調整」

q点検……各ビークの掻取量が均一ですか。ビー

クを交換した時は調整します。

wビーク振り分け調整……ビークゲージをエプロ

ン掻取口にセットし，ビーク先端がゲ

ージのＶ溝の中央にくるようにビーク

取付ボルトをゆるめ調整します。

eビーク高さ調整……a植付本数調節レバー掻取

量を《少い》から４番目にセットし，

ビークゲージをエプロン掻取口にセッ

トします。

sプランタアームを手で回し，ビーク

の先端がビークゲージのＶ溝位置にく

ることを確認します。

dＶ溝位置よりも「少い」または「多

い」にズレている場合は各ビークの取

付ボルト（２本）を半回転～１回転ゆ

るめ，ビーク調整ナット（付属品の専

用スパナ使用）でビークの高さを調整

し，ビーク先端がゲージのＶ溝位置に

くるようにします。

手入れのしかた　

6．植付爪（ビーク・フォーク）の点検・調整

q 点検……植付け姿勢が悪い。あるいは苗を持

ち回りしませんか。

w 調整……a 植付爪を手で回し，植付爪が下

死点（最も下がった位置）のとき

ビーク・フォークのA寸法をナッ

トで調整します。

s B・Cのスキマは，ビークとフォー

クが接触しない様に締付けます。

¡プランタアームをいっぱい下げてフォークの調

整や作動の確認をした場合は，確認後プランタ

アームをいっぱい上げます。

「植付爪を手で回す要領」

a 植付部を上げて，油圧固定レバーを《固定》

位置にしリフトレバーを《植付》位置にしてエ

ンジンを停止します。

s 株間調節レバーを株間と株間の中間（中立位

置）にセットします。

取扱いのポイント

「Ｈフォーク」

A＝７～８A
B＝0.5～１A

ビーク

フォーク

B

C
接触しない
程度

ナット
A

中立位置

株間設定位置

植付本数調節
レバー

Ｖ溝多い

少い

ビークゲージビーク取付ボルト

プランターム

ビーク

取付ボルトビーク調整ナット
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手入れのしかた　

¡ビーク調整ナットで調整するときはビークをい

ったん多い方へもっていき，それから少い方に

動かし調整してください。

¡ビーク交換したときは他の１本のビークも調整

を行なってください。

7．苗シュータの点検・調整

q 点検……植付け姿勢が悪い，あるいは苗が倒

れてはいませんか。

w 調整……植付爪を手で回し，シュータが，ビー

ク先端中央になるようにしてくださ

い。

A＝　２～８A

エプロン

ビーク

シュータ

ビーク
ナット

エプロンステー

シュータ ビーク先端中央A

取扱いのポイント
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シーズンが終わったら「定期点検整備表」（51～

52ページ参照）の「格納時」の項目について点検・

整備及び掃除を行い，更に次の処置をします。

1．機械の掃除と洗浄

q 泥・ワラクズ・草などを取除き，汚れをきれ

いに水洗いして乾いた布でふき取ります。

w 塗装がはげた個所は補修塗料を塗り，機体の

サビやすい個所にはグリスかオイルを塗布します。

e 給脂・注油指定個所（57～58ページ参照）に

給脂・注油します。

r 回転部・摺動部・ワイヤ類には注油しサビな

いようにします。

¡エンジンまわりの電気配線部には水をかけない

でください。エンジン始動不良の原因となります。

¡ペースト施肥機付の機械はペースト施肥機の取

扱説明書をよく読んで洗浄してください。

B回転部に付着した泥・ゴミ・ワラクズを取

除く時は，エンジンを停止し，各部の回転

が停止してから行なってください。

Bエンジン・マフラ・燃料タンク周囲のワラ

クズを取除いてください。火災の原因にな

ることがあります。

B取外したカバー類はすべて取付けてください。

取扱いのポイント

火災や傷害事故防止のために警告 

長期格納のしかた
¡高圧洗車機の使用方法を誤ると人をケガさせた

り，機械を破損・損傷・故障させることがあり

ますので，高圧洗車機の取扱説明書・ラベルに

従って，正しく使用してください。

注意 火災や傷害事故防止のために

B機械を損傷させないように洗浄ノズルを拡

散にし，２m以上離して洗車してください。

もし，直射にしたり，不適切に近距離から

洗車すると，

１．電気配線部被覆の損傷・断線により火

災を引き起こすおそれがあります。

２．油圧ホースの破損により，高圧の油が

噴出して傷害を負うおそれがあります。

３．機械の破損・損傷・故障の原因になり

ます。

例）（1）シール・ラベルの剥がれ

（2）電装部品，エンジン，ラジエ

ータ室内，モニタパネル内等

への侵入による故障

（3）タイヤ，オイルシール等のゴ

ム類，化粧カバー等の樹脂部

品，ガラス等の破損

（4）塗装，メッキ面の皮膜剥がれ
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長期格納のしかた

3．格　納

機械の掃除・点検・整備を終えたら風通しのよ

い乾燥した平坦な屋内を選び，シートをかけて保

管します。

q 「車輪」の下には板等を敷いておきます。

w 主変速レバーは，《Ｎ》の状態にしておきます。

e 副変速レバーは，いずれかの変速状態の「入」

にしておきます。

r 駐車ブレーキを連結し，駐車ブレーキフック

をかけます。

t 苗のせ台は機械の中央に止めておき，苗のせ

台の上に物を置かないようにします。

y センタポール・トレスマーカは収納し，線引

マーカはマーカフックに格納します。

u 植付部のスタンド位置にして，植付部油圧固

定レバーは《固定》の位置にします。

i 保管中の不意な漏電，発火を防ぐためバッテ

リを機械から取外し，風通しの良い屋内に保管し

てください。また機械に取付けたまま保管すると

きにはバッテリのマイナスコード（アース側）を

外しておきます。

警告 

B機械にシートカバーをかける時はエンジン

が冷えてから行なってください。

エンジンが熱い時にシートカバーをかける

と火災になることがあります。

板 歯止め スタンド

シート

2．エンジンの手入れ

q エンジンオイルを交換します。

オイル交換後はアイドリング回転で５分間程度

運転し，各部にオイルをゆきわたらせてから停止

します。

w エンジンコントロールレバーは《低速》位置

にしておきます。

e 機械を１ケ月以上使用しないときは，燃料変

質による始動不良または運転不調にならないよう

に，燃料タンク・燃料ストレーナ・気化器の燃料

を抜きます。

a 燃料タンクの燃料を給油ポンプで抜き，残量

分は燃料ストレーナカップを外して抜きます。

s 気化器のノブを引き，気化器内の燃料を抜取

ります。

d 燃料を抜き終わったら，燃料ストレーナカッ

プを取付け，燃料コックを《ＯＦＦ》（閉）位置

にします。

f 燃料を抜くために，外したりゆるめた個所は

元の状態に戻しておきます。

閉閉

開燃料コック

燃料ストレーナカップ

気化器ノブ
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o 保管中，不意に機械が動き出すのを防ぐため，

車輪に「歯止め」をし，始動キーを抜取っておき

ます。

¡錆の発生を防止するため，塩分の強い貯蔵物や

肥料とおなじ場所に格納するのはさけてくださ

い。

¡ペースト施肥機付の機械は，ノズルを格納位置

にしてから植付部を降ろしてください。

4．再使用する時は

格納後，はじめて使用するときには各部のシー

ズン前点検を入念に行なった後に運転します。

（51～52ページ参照）

取扱いのポイント

○－

¡マイナスコード（アース側）を外しておいてください。
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不調時の処置
・不調が発生したら，すぐにその原因を調べて処

置をし，故障を大きくしないようにします。

・原因がわからない場合や，調整しても再発する

ときは「お買いあげ先」に相談し，点検を受け

てください。

・その時は不調の状況とあわせて「型式名」・「機

械番号」をお知らせください。

1．エンジン部

警告 ヤケドや傷害事故防止のために

B作業中に不調が発生した場合は機械を広い

平坦な場所に停車し，エンジンを止め，各

部の動きが止まってから行なってください。

Bエンジン回りの点検・整備は，エンジンが

冷えてから行なってください。

qエンジンが始動し

ない。

・または始動困難。

a 始動操作を誤っている。

s 燃料タンクに燃料がない。

d エアクリーナにゴミが詰まっている。

f 燃料ストレーナカップに水やゴミ

等がたまっている。

g 点火プラグが湿っている。（チョー

クのしすぎなど）

h 点火プラグの火花が出ない。また

は出ても弱い。

j エンジンコントロールレバーの位

置はよいか。

k バッテリが放電している。（セル

モータの起動力不足）

l ブレーキペダルを踏込んでも，セ

フティスイッチが作動しない。

¡0 バッテリコードがゆるんでいる。

（接触不良）

¡1 一般電源ヒューズが切れている。

・正しい手順で始動操作をする。

（ブレーキペダル・燃料ストレー

ナ・チョーク操作に注意）

・燃料を補給し，燃料コックを《ＯＮ》

（開）位置にする。

・掃除またはエレメントを交換する。

・カップを外して掃除する。

・点火プラグを外してよく乾燥させる。

・点火プラグの電極スキマを調整する。

・点火プラグのカーボンを掃除する。

・点火プラグを新品と交換する。

・エンジンコントロールレバーを低速

から「やや高速」側へ引きます。

・バッテリを充電する，または交換す

る。

・ストッパゴムを調整する。

・ターミナル部をよくみがき締付ける。

・ヒューズ（30A）を交換する。

（再発するときは，「お買いあげ先」

で点検を受けてください。）

不調の状況 原　　因（点検個所） 処　　　置 参照ページ

0.7A

27～29

10，11

10，54

59

59

59

59

10，28

60～61

63

60～61

22
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不調時の処置

2．走行・運転操作関係

wエンジンの出力不

足。

・自然に止まる。

a エアクリーナにゴミが詰まってい

る。

s エンジンオイルの量が不足してい

る。

d エンジンの回転が十分あがらない。

f エンジンの圧縮がない。

・掃除またはエレメントを交換する。

・エンジンオイルを規定量まで補充す

る。

・エンジンオイルが古くなっていると

きは，新しいオイルと交換する。

・エンジンコントロールレバーワイヤ

取付部にゆるみはないか，セットは

よいか点検する。

・ピストンリングの摩耗などが考えら

れるので「お買いあげ先」に相談す

る。

59

54

－

－

不調の状況 原　　因（点検個所） 処　　　置 参照ページ

q変速しても走行し

ない。

wブレーキペダルを

踏んでもブレーキ

が効かない。

eクイックアップレバ

ー・リフト（油圧・

植付）レバーを《上

昇》に操作しても

植付部があがらな

い。

rリフト（油圧・植付）

レバーがオートリ

ターンしない。

（［Ｄ・H仕様］以外）

a 走行ベルトがスリップしている。

s 主変速・副変速が確実に入ってい

ない。

d 駐車ブレーキがかかっている。

f 株間調節レバーが中途の位置になっ

ている。（後進時）

・ブレーキロッドの調整が悪い。

a 油圧ベルトがスリップしている。

s トランスミッションのオイル量が

不足している。

d 油圧オイルフィルタが詰まってい

る。

・アジャスタの調整が悪い。

・ベルトのテンションプーリ張りスプ

リングを調整する。

・主変速レバー・副変速レバーを確実

に入れる。

・駐車ブレーキを解除する。

・株間調節レバーを動かし，《Ｎ》（中

立）以外の所定の位置にセットする。

・ロッドを調整する。

・ベルトのテンションプーリ張りスプ

リングを調整する。

・ギヤオイルを規定量まで補充する。

・油圧オイルフィルタを掃除する。

・ギヤオイルが古くなっているときは，

新しいオイルと交換する。

・アジャスタの長さの未調整などが考

えられますので「お買いあげ先」に

相談する。

63

11～12

11

17

64

63

55

55

－

不調の状況 原　　因（点検個所） 処　　　置 参照ページ



73

不調時の処置

3．電装品関係

4．水平自動関係

tクイックアップレバ

ー・リフト（油圧・

植付）レバーを《植

付》にしても植付け

ない。

y《下降》にしても植

付部が停止しない。

a スプリングの調整が悪い。

s 株間調節レバーが所定の位置に入っ

ていない。

・ロッド長さを調整しスプリングのセッ

ト寸法を調整する。

・所定の位置に入れる。

65

不調の状況 原　　因（点検個所） 処　　　置 参照ページ

q前照灯・モニタラ

ンプ・ブザー等が

点灯または作動し

ない。

wバッテリが早く放

電する。

a 「前照灯・計器」ヒューズが切れ

ている。

s バッテリの放電。

「充電」ヒューズが切れている。

・ヒューズ（15A）を交換する。（再発

するときは，「お買いあげ先」にて点

検を受けてください。）

・バッテリを充電する，または交換する。

・ヒューズ（15A）を交換する。

（再発するときは，「お買いあげ先」

にて点検を受けてください。）

22

60～61

22

不調の状況 原　　因（点検個所） 処　　　置 参照ページ

q水平自動が作動し

ない。

a 「水平」ヒューズが切れている。

s 「マイコン」ヒューズが切れてい

る。

・ヒューズ（15Ａ）を交換する。

（再発する時は，「お買いあげ先」に

て，点検サービスを受けてください。）

・ヒューズ（10Ａ）を交換する。

（再発する時は，「お買いあげ先」に

て，点検サービスを受けてください。）

22

22

不調の状況 原　　因（点検個所） 処　　　置 参照ページ

17
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5．植付部

不調時の処置

qカチッ，カチッと

高い音がして植付

部が停止する。

w欠株ができる。

e浮き苗がある。

植付爪に異物があたり，トルクリミッ

タが作動している。

a ビーク・フォークの掻取り調整が

悪い。

s ビーク・フォークが変形または摩

耗している。

d ほ場の田面にワラやゴミクズが多

くある。

f 植付苗に播種ムラ・発芽ムラがあ

る。または播種量が少ない。

g 植付苗の滑りが悪い。

h 苗の縦方向の掻取り量が少ない。

j 植付苗をビーク・フォークが持ち

帰る。

a 田面がかた過ぎる。

s 植付け深さが浅い。

d 苗床土が乾いている。

f フロートが浮きぎみになっている。

g 人工マットで植付爪が苗をよく保

持しない。

h ビークで苗を持ち上げている。

j 植付速度が早い。

k 植付部が傾いている。

・主変速レバーを《Ｎ》（中立）にし，

リフトレバーを《固定》にし，株間

調節レバーを中立位置にし，エンジ

ンを停止し各部の回転が止まってか

ら障害物となっている異物を除去する。

・植付苗にあわせてビーク・フォーク

の再調整をする。

・新しいビーク・フォークと交換する。

・植付け深さをやや深くする。

・掻取り量（縦送り・横送り）を多く

する。

・苗床の横幅を縮める。

・苗おさえのセット位置を上げる。

・苗ホルダのセット位置を調節する。

・苗床土を水に浸す。

・植付本数調整レバーを「多い」の方

向へ移動し，横送り量を少なくする。

i項参照

・ほ場に水を「１～２B」入れてやわ

らかくする。

・苗丈をみて，植付け深さをやや深く

する。

・苗床土を水に浸す。

・油圧感度調節ダイヤルを《硬》側に

セットする。

・根がらみのない人工マットは使用し

ない。

・ほ場に水を「１～２B」入れる。

・フォークの位置を下げる。

・植付速度を遅くする。

・傾斜ダイヤルを水平になるよう調整する。

・油圧感度調節ダイヤル《硬》側にセットす

る

50・66

66

66

18

18

19

17・18

66

36

18

42

45

38

66

44

45・47

不調の状況 原　　因（点検個所） 処　　　置 参照ページ
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不調時の処置

r植付け姿勢が悪い。

（前傾・後傾・ばらける）

t植付苗がころぶ。

y植付けた跡が乱れる。

u植付け本数がバラ

つく。

a ビークフォークが変形または摩耗している。

s 苗床土が乾いている。

d 掻取り量が少ない。

f 植付け深さが浅過ぎる。

g 苗床の根張りが悪い。

h ビーク・フォークに泥が詰まっている。

j 植付速度が早い。

k フロートが浮きぎみになってい

る。

l 苗ホルダの位置が悪い。

a 植付け深さが浅過ぎる。

s 苗床土が乾いている。

d ビークで苗を持ち上げている。

f フロートが浮きぎみになってい

る。

g 植付爪が苗をよく保持しない。

a 植付苗が泥で押されたりして倒れ

る。

s ほ場の水・夾雑物が多い。

d ほ場が軟らかすぎる。

a 苗の発芽が不均一である。

s 植付け深さが浅く，植えた苗が安

定しない。

d 苗の縦送りが悪い。

f 苗の掻取り量が少ない。

g 苗のせ台の苗が減って苗送り用ゴ　

ムベルトより外れている。

h ビークが摩耗している。

j ビークセットが悪い。

・新しいビーク・フォークと交換する。

・苗床土を水に浸す。

・播種量が少ない苗床であれば，掻取

り量を多くする。

・植付け深さを深くする。

・植付け速度を遅くし、ゆっくり掻取

るようにする。

・ビーク・フォークの泥を水で洗い落とす。

・ほ場に水を「１～２B」入れる。

・植付速度を遅くする。

・油圧感度調節ダイヤルを

《硬》側にセットする。

・苗ホルダの位置を調節する。

・植付け深さを深くする。

・苗床土を水に浸す。

・ほ場に水を「１～２B」入れる。

・油圧感度調節ダイヤルを

《硬》側にセットする。

・フォークのセット位置を「２～３A」

深くする。（A寸法を大きくする）

・シュータを調整する。

・田植機を真っ直ぐに走行させて曲げ

ないよう注意する。

・植付け速度を遅くする。

・油圧感度調節ダイヤルを

《軟》側にセットする。

・ほ水を「１～２B」に減らす。

・植付速度を遅くする。

・適度にかたくする。

・植付速度を遅くする。

・掻取り量を多くする。

・植付け深さを一段深植えにする。

・苗おさえのセット位置を上げる。

・苗床の横幅を縮める。

・苗床土を水に浸す。

・掻取り量を多くする。

・苗を補給する。

・ビークを交換する。

・ビークを調整する。（高さ）

66

42

18

18

44

66

44

45

19

18

42

66

45

66

67

42～49

36・44

36・44

18

18

19・42

18

42・48

66

66

不調の状況 原　　因（点検個所） 処　　　置 参照ページ
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不調時の処置

i植付苗をビーク・

フォークが持ち帰る。

oマット苗が同量に

減らない。

!0マット苗が座屈す

る。

!1マット苗の滑りが

悪い。

!2切れ苗・折れ苗が

ある。

a 苗床土が粘土質のため。

s ほ場に水がない。

d フォークのセット位置が高い。

a 苗のせ台の幅に対して苗床の横幅

が広い。

s ビークセットが悪い。

a 苗床の根張りが悪い。

s 苗床土が薄い。

d 苗おさえが高い。

f 苗に巻きぐせがついている。

g 苗を手荒く扱っている。

a マット重量が軽い。

s 苗おさえが低い。

d 苗のせ台の幅に対して苗床の横幅

が広い。

f 苗送りベルトにゴミが推積している。

g 苗が苗のせ台からはみ出している。

a 苗が乱れている。

s 苗おさえが変形している。

d 苗の縦かき取り量が多い。

f 苗ホルダの位置が悪い。

・ほ場に水を「１～２B」入れる。

・ほ場に水を「１～２B」入れる。

・フォークのセット位置を「２～３A」

浅くする。（A寸法を小さくする）

・苗の縦送り量の少ない苗の苗床幅を

縮める。（苗箱に入れて幅を縮める）

・苗床土を水に浸す。

・ビークを調整する。（高さ）

・苗床土を乾かす。

・根張りの良い苗を使用する。

・苗おさえのセット位置を下げる。

・苗床土厚さ25a以上の苗を使用する。

・苗おさえのセット位置を下げる。

・苗を巻かない。

・苗スクレーパを使用し，ていねいに

苗補給する。

・苗スクレーパを使用し，ていねいに

苗補給する。

・覆土を多くする。

（４kg以下の苗は使用しない。）

・苗床土を水に浸す。

・苗おさえのセット位置を上げる。

・苗床の横幅を縮める。

・苗床土を水に浸す。

・ゴミを取り除く。

・苗スクレーパを使用し，苗のせ台に

ていねいに補給する。

・苗運搬・苗搭載時ていねいな取扱い

をする。

・苗おさえを苗のせ台に平行にする。

・横送り量を多くし，植付本数調節レ

バーを「少い」の方向へ移動する。

・再調整する。

36

36

66

36

66

36・38

19・38

19

42

42

42

19

42

－

42

42

19

39・40

19

不調の状況 原　　因（点検個所） 処　　　置 参照ページ
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1．主要諸元

・この主要諸元は改良のため予告なく変更することがあります。

付　　　表

三菱LV５ 三菱LV６

1,690 1,950

GM391

４輪駆動

3,050

1,470 1,560 1,470 1,560

空冷４サイクルガソリンエンジン（OHV）

－ D － D H

0.391｛391｝

6.6｛9.0｝/3800（最大12.0PS）

9.0

セルスタータ式

ノーパンク

HST前進無段・後進無段（副変速２段）

ロータリ式

2～5

30

5 6

533 548 553 568 578

GM401

7.7｛10.5｝／3800
（最大14.0PS）

600

850

650

900

0～1.20 0～1.44 0～1.20 0～1.44

10，11，13，
15，17，20，

11，12，14，
16，18，21， 11，12，14，16，18，21

型 式 名

区 分

駆 動 方 式

機 体 質 量（ 重 量 ） （o）

植 付 け 速 度　（ｍ／秒）

全　　　　　　長　　　（a）

全　　　　　　幅　　　（a）

全　　　　　　高　　　（a）

名　　　　　　称　　　（a）

形　　　　　　式　　　（a）

総　排　気　量 （Ｌ｛'｝）

出力/回転速度（kW｛PS｝/rpm）

燃料タンク容量　　　（Ｌ）

始 動 方 式　　　（a）

変 速 段 数　　　（a）

植 付 け 方 式　　　（a）

植 付 け 条 数　　　（条）

植 付 け 条 間　　　（b）

植 付 け 株 間　　　（b）

植 付 け 深 さ　　　（b）

エ

ン

ジ

ン

機
体
寸
法

走

行

部

植

付

部

車
　
　
輪

種　類
前　　　輪

後　　　輪

前　　　輪

後　　　輪

外　径

（a）

650

900

ゴムラグタイヤ

10，11，13，
15，17，20，

600

850



2．電気配線図

［D・Ｈ仕様］

付　　表

78～79

2．電気配線図

［D・Ｈ仕様］

付　　表

78～79

2．電気配線図

［D・Ｈ仕様］

付　　表

78～79

2．電気配線図

［D・Ｈ仕様］

付　　表

78～79

2．電気配線図

［D・Ｈ仕様］

付　　表

78～79

2．電気配線図

［D・Ｈ仕様］

付　　表

78～79



付　　表

80～81

［Ｖ仕様］

付　　表

80～81

［Ｖ仕様］
付　　表

80～81

［Ｖ仕様］

付　　表

80～81

［Ｖ仕様］

付　　表

80～81

［Ｖ仕様］
付　　表

80～81

［Ｖ仕様］



2．電気配線図

［D・Ｈ・Ｖ仕様以外］

付　　表

82～83

2．電気配線図

［D・Ｈ・Ｖ仕様以外］

付　　表

82～83

2．電気配線図

［D・Ｈ・Ｖ仕様以外］

付　　表

82～83

2．電気配線図

［D・Ｈ・Ｖ仕様以外］

付　　表

82～83

2．電気配線図

［D・Ｈ・Ｖ仕様以外］

付　　表

82～83

2．電気配線図

［D・Ｈ・Ｖ仕様以外］

付　　表

82～83
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3．ベルト一覧表

4．主な消耗部品一覧表

付　　　表

<

A

B

伝動系統

エンジン－油圧軸

エンジン－HST入力軸

本数

1

部品番号

2682  2022  000

2682  1807  001

ベルトサイズ

LB36

HP-Ⅳ　SB43.5

備　　　考
油圧ベルト

走行ベルト

< 部品名称

点火プラグ

HSTオイルフィルタ

スライドピース

スライドピース

ビーク

Ｈフォーク

サポートＥ

部品番号

3555 1855 000

2682  5019  000

2682  4853  000

2668  4671  000

2756  4681  000

2668  4907  000

外 観 形 状 備　　考

NGK－BPR5ESBPR5ES1

2

3

4

5

6

7

油圧ベルト

走行ベルト

エンジン

油圧軸

HST入力軸



付　　　表
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< 部品名称

バルブ

バルブ

バルブ

バルブ

バルブ

ヒューズ

ヒューズ

ヒューズ

ヒューズ

部品番号

2755  3618  100

0980  8122 001

2682  3508  100

2682  3509  100

2682  3507  100

0980  1001 005

0980  1001 505

0980  1002 005

0980  1003   005

外 観 形 状 備　　考

フラッシャランプ

ヘッドライト

モニタランプバルブ

12Ｖ・1.7Ｗ

モニタランプバルブ

12Ｖ・2.0Ｗ

モニタランプバルブ

12Ｖ・3.4Ｗ

10Ａ（予備１ヶ）

15Ａ（予備１ヶ）

20Ａ（予備１ヶ）

30A

8

9

10

11

12

13

14

15

16

※ご用命のときは「部品名称」と「部品番号」をお知らせください。
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5．アタッチメント一覧表（別売り）
次のアタッチメントを基本作業機として準備していますのでお買いあげ先にご相談ください。

フォークの種類

付　　　表

フォーク 備考

Rフォーク

Hフォーク

1

2

3

・アタッチメント

標準仕様

Sフォーク 砂地対応用

・アタッチメント

ペースト施肥機

ペースト二段施肥機

ペースト増量タンク

ペースト下段専用タンク（上段と共着不可）

滴下マン（R仕様は除く）

薬剤散布装置（Ｒ仕様・Ｓ仕様は除く）

枕均平装置（まくらっこ）

湿田車輪（外側・鉄製）

外側ノーパンク補助車輪

内補ノーパンク補助車輪（６条型のみ）

管理用タイヤ（φ850）

ワイドステップ

ウェイト

クイックヒッチキット

名　　　　称

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

NO.
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付　　表

6．潤滑油について
・オイルは三菱純正オイルをお奨めします。

・またはＡＰＩサービス分類ＳＤ級以上10W－30

をご使用ください。

・スーパーマルチＳＴＯＵオイルまたはＳＡＥ10

Ｗ－30は気温20℃以上でご使用の場合は，オイ

ルの消費量が増すことがありますので，「運転ま

えの点検」を行なってください。

メ　　　ー　　　カ 商　　品　　名

三 菱 農 機 純 正 油
スーパーマルチＳＴＯＵオイル

（SAE10W─30，SD/CD/GL－4）

全　　農 ガソリン用 クミアイエンジンオイル

新日本石油 ガソリン用
ENEOSエコノミー（SAE10W－30，SJ）

ジェネシスモーター（SAE10W－30，SJ/CF）

1．エンジンオイル

メーカ名 商　　品　　名

スーパーマルチＳＴＯＵオイル

三菱農機 （SAE10W─30，SD/CD/GL－4）

純 正 油 スーパーマルチＧＢオイル

（SAE80W，GL－4）

全　　農 クミアイギヤオイル（SAE80W）

ファームギヤＢ（SAE80W，GL－4）

新日本石油 ファームユニバーサルオイル

（SAE10W─30，SD/CD/GL－4）

2．ギヤオイル

ス ト ー

・スーパーマルチＧDオイルはエン

ジン専用オイルです。

・スーパーマルチＧＢオイルはギヤ

および湿式ブレーキの特性を考え

て開発された，ギヤ（Ｇ）と湿式

ブレーキ（Ｂ）専用オイルです。

・マルチSHPギヤオイルは，ギヤ専

用オイルです。

・お買い求めは，弊社販売店で取扱

っていますのでご相談ください。

¡スーパーマルチGBオイル，マル
チSHPギヤオイルはエンジンオイ
ルとしては使用できません。

3．三菱農機　　　マルチオイル純正油

取扱いのポイント

スーパー
マルチ

STOU
ス ト ー

オイル
スーパー

マルチ

GBオイ
ル

マルチS
HP

ギヤオイ
ル

スーパー
マルチ

GDオイ
ル

密 度　15℃n／j

引 火 点 ℃

流 動 点 ℃

粘 度 指 数

ＡＰＩサービス分類

Ｓ Ａ Ｅ 粘 度 番 号
荷 姿

動粘度cSt
＠ 140℃

＠ 100℃

0.900

230

－22.5

188.5

17.5

100

GL－５

90

ドラム・20Ｌ缶

0.884

236

－40

57.7

8.6

117

GL－４

80W

ドラム・20Ｌ缶

スーパーマルチ
GBオイル

マルチSHP
ギヤオイル

0.883

230

－37.5

67.0

10.5

144

SD／CD／GL－４

10W－30

0.880

232

－32.5

65.2

10.1

140

SL／CF

10W－30

性状 品名

・スーパーマルチＳＴＯＵ
ス ト ー

オイルは１種類でエンジンオイル又はギヤオイルとして１年中ご使用いただける

オールシーズンタイプです。

スーパーマルチ
GDオイル

スーパーマルチ
STOUオイル

ドラム・20Ｌ缶
４Ｌ×６缶

ドラム・20Ｌ缶
４Ｌ×６缶
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7．用語の解説（アイウエオ順）
・アタッチメント……田植機購入後に取付ける部

品・作業機。（別売り）

・エプロン………苗のせ台下部をスライドさせる

レールで，苗の欠取り口が設け

てある。

・オートリターン……植付部を最上昇させた時に

自動的にリフトレバーを《固定》

に戻す機構。

・クイックアップレバー……植付部の昇降と同時

に植付クラッチの断続，マーカ

セットがワンタッチで操作でき

る手元レバー。

・トルクリミッタ……植付爪などに異物をかみこ

んだ時に，植付爪や機械の内部

が破損するのを防止するクラッ

チ（安全装置）。

・苗警報…………苗のせ台の苗が少なくなると知

らせるブザー。

・苗ストッパ……苗のせ台の苗を１条のみ植付け

を停止する装置。（苗を上方で止

めて植付爪より離す）

・ビーク…………植付爪の一部。（苗を掻取る部分）

・フォーク………植付爪の一部。（苗を押出す部分）

・プランタ………植付爪全体。

・条止めレバー……両側２条の植付爪の駆動を止

める装置。（５条型は中央の１条

にもある）

・フロート………ほ場表面を滑走し，整地する舟。

・マーカ…………隣接行程との条間を示す目印。

・油圧感知調節……植付部の上下作動をほ場表面

の土質に合わせる調節部。

・リフト（油圧・植付）レバー……１本のレバーで

植付部の昇降と同時に植付クラ

ッチの断続が操作できるレバー。

［Ｄ仕様以外］

・ロータリ式………プランタ（植付爪）の作動機

構。（プランタ２本が交互に植

付ける方式）

付　　　表



ご使用の機械についてわからないことや故障

が生じたときは，下記の点を明確にして，お

買いあげ先へお問合わせください。

●ご使用機の型式と機械番号（製造番号）は…？

型 式 名

機械番号（製造番号）

●ご使用状況は…？

（何速で，どんな作業のとき）

●どのくらい使用されましたか？

（約 　　　　　 アール使用後）

●トラブルが発生したときの状況を，できるだけ

詳しくお教えください。

お客様へ

どんなに小さなことでも，

お気軽にお問い合わせ

ください。

（ご相談窓口）お買いあげ先

ＴＥＬ　　　　（ ）



No. 0 6 0 6 1 0 － 2 6 8 2 7 6 0 1 0 0 3

販 売 会 社
（販売会社は広域販売会社のみを記載）

本 社

営 業 本 部

東北系統推進部

関東系統推進部

長野系統推進課

東海系統推進部

西日本系統推進部

山陰系統推進課

九州系統推進部

島根県八束郡東出雲町大字揖屋町667－1
〒699-0195 1（0852）52－2111（代）

東京都品川区西五反田1－5－1 五反田野村證券ビル
〒141-0031 1（03）5759－8060

宮 城 県 多 賀 城 市 宮 内 2 － 3 － 1
〒985-8532 1（022）364－1188

埼玉県北葛飾郡鷲宮町桜田2－133－4
〒340-0203 1（0480）58－9511

長野県長野市小島田町字中村北沖2126－1
〒381-2212 1（026）283－1124

愛知県海部郡美和町大字二ッ寺字東高須賀1
〒490-1207 1（052）445－4300

岡山県瀬戸内市邑久町豆田 1 6 1 － 1
〒701-4254 1（0869）24－0802

島根県八束郡東出雲町大字下意東1508
〒699-0102 1（0852）52－4546

佐 賀 県 鳥 栖 市 藤 木 町 字 若 桜 7 － 1
〒841-0048 1（0942）85－2821

東 日 本
三菱農機販売（株）

北海道支社

東 北 支 社

関東甲信越支社

東 海 支 社

西 日 本
三菱農機販売（株）

北 陸 支 社

西日本支社

山陰支店

九 州 支 社

埼玉県北葛飾郡鷲宮町桜田2－133－4
〒340-0203 1（0480）58－9524

北 海 道 千 歳 市 上 長 都 1 0 4 6
〒066-0077 1（0123）22－1234

宮 城 県 多 賀 城 市 宮 内 2 － 3 － 1
〒985-8532 1（022）364－1188

埼玉県北葛飾郡鷲宮町桜田2－133－4
〒340-0203 1（0480）58－9521

愛知県海部郡美和町大字二ッ寺字東高須賀1
〒490-1207 1（052）445－4861

岡山県瀬戸内市邑久町豆田 1 6 1 － 1
〒701-4254 1（0869）24－0805

福 井 県 福 井 市 問 屋 町 2 － 3 8
〒918-8231 1（0776）27－3078

岡山県瀬戸内市邑久町豆田 1 6 1 － 1
〒701-4254 1（0869）24－0820

島根県八束郡東出雲町大字下意東1508
〒699-0102 1（0852）52－2110

佐 賀 県 鳥 栖 市 藤 木 町 字 若 桜 7 － 1
〒841-0048 1（0942）84－1888
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